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イベントには湯﨑英彦県知事をはじめイベントには湯﨑英彦県知事をはじめ
多くの来賓が駆け付けた多くの来賓が駆け付けた牛の碁盤乗り牛の碁盤乗り

焼き肉を楽しむ来場者焼き肉を楽しむ来場者 モーモー大行進モーモー大行進

10月７日・８日、「第17回口和モーモー祭」と「第20回庄原みのりの祭典’21」が開催されました。10月７日・８日、「第17回口和モーモー祭」と「第20回庄原みのりの祭典’21」が開催されました。
（関連記事：16ページ）（関連記事：16ページ）

５年ぶりに開催！口和モーモー祭

牛と子どもの綱引き牛と子どもの綱引き



まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

地域資源を活
い

かし
まちを創造する職能集団の会

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

地域の資源を有効に活用する

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、自治定住課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。
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父母より：わが家に生ま
れてきてくれてありがと
う！お兄ちゃんと仲良く
元気に育ってね (^o^)

近こ
ん
ど
う藤

　
朔さ
く

く
ん
（
七
塚
町
）

Ｒ
４
年
12
月
27
日
生
ま
れ

ご
ショット
な みま

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）
に、名前（ふりがな）・生年月日・
性別・連絡先・お子さんへのメッ
セージを添えて、行政管理課また
は各支所総務室まで申し込んでく
だ さ い。郵送、メール（koho@city. 
shobara.lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

　
●庄原少年野球

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

　庄原少年野球は、昭和 45 年に結成し、本年で 53 年目を迎えました。
　現在は、小学２年生から６年生までの 13 人が所属し、毎週木曜日の
18 時 30 分からと土・日曜日の午前中に練習を行い、さまざまな大会に
参加しています。
　野球を通じて友情と協力を学び、ルールを守り、限りなく伸びる自分
の力を創り出すことを目指して、「最後まで声をかけ合い　がむしゃら
野球」をスローガンに頑張っています。
　随時、部員を募集していますので興味のある人は、まず、体験にお越
しください。　　　　　　　　【連絡先】光永俊和（☎ 090-1185-7589）

　私たちは、地域の文化・歴史・景観など、さまざまな資源を
掘り起こしながら「何かに」生かす活動をしています。
　特に歴史的建造物などの保存再生活用を得意分野としています。
　本年度は「アートと音楽のまちづくり」をテーマに、東城町のまち
なかにある歴史的建造物を、企業や地域と共に宿泊、飲食、ライブ
のできるゲストハウスにリノベーションすることで、人が集える場所
として活用することを目指しています。
　また、まちなかで壁画体験ができる場所づくりにも取り組んでいま
す。
　私たちと一緒に「アートと音楽のまちづくり」をしませんか。

【問い合わせ】
事務局　☎ 08477-2-4544　（担当：樫原）

市 民 の ペ ー ジ

　 　

西
城
自
治
振
興
区
で
、
地
域
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
活
動
し
て
い
る
長
谷
川
さ
ん

に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

地
元
西
城
町
に
貢
献
し
た
い

　

私
は
西
城
町
で
生
ま
れ
育
ち
、
進
学
と
就

職
の
た
め
一
度
は
地
元
を
離
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
25
歳
の
時
に
西
城
町
に
帰
り
、
社
会

福
祉
法
人
に
就
職
、
地
元
で
働
き
は
じ
め
ま

し
た
。
そ
の
後
、
西
城
町
は
庄
原
市
と
合
併

し
、
社
会
福
祉
法
人
も
合
併
し
ま
し
た
。
以

降
、
市
内
７
カ
所
に
異
動
し
ま
し
た
が
、
ほ

と
ん
ど
西
城
町
に
勤
務
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

ヘ
ル
パ
ー
訪
問
や
訪
問
入
浴
介
護
、
福
祉

用
具
貸
与
サ
ー
ビ
ス
な
ど
で
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
お
世
話
に
な
る
中
で
、
西
城
町
に
貢

献
し
た
い
と
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
帰
り
が
遅
く
な
る
と
町
内
に
住

ん
で
い
て
も
、
地
域
の
事
や
農
業
が
な
か
な

か
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
１
年
前

問
い
合
わ
せ

自
治
定
住
課
定
住
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
７

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
や
暮
ら

し
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
、シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

ま
ち
を
知
り
、地
元
の
新
た
な
魅
力
を
発
見
す
る
こ
と

で
、人
を
、ま
ち
を
、も
っ
と
好
き
に
な
り
ま
す
よ
う
に
。

西城での活動に
積極的に取り組む
長
は せ が わ

谷川　昌
まさよし

良さん

に
思
い
き
っ
て
退
職
。
本
年
４
月
か
ら
、
西

城
自
治
振
興
区
の
地
域
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

子
ど
も
と
一
緒
に
地
域
活
動

　

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、
介
護
や
福
祉

に
関
す
る
教
室
を
開
い
た
り
、
高
齢
者
世
帯

を
訪
問
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
趣
味
の
音
楽
を
続
け
て
お
り
、
仲

間
と
バ
ン
ド
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
西
城
町

観
光
協
会
と
協
力
し
、町
の
活
性
化
の
た
め
、

ご
当
地
ソ
ン
グ
を
３
曲
作
り
ま
し
た
。
タ
イ

ト
ル
は
「
芸
備
線
」「
イ
ザ
ナ
ミ
」「
ヒ
バ
ゴ

ン
」
で
、
地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
で
演

奏
し
た
り
、Y

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouT
ube

で
配
信
し
た
り
し

て
い
ま
す
。

　

町
内
で
働
く
よ
う
に
な
っ
て
、
地
域
の
行

事
や
農
業
に
し
っ
か
り
関
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
時
は
、
な
る
べ
く
子
ど
も

と
一
緒
に
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
親
世
代
が
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い

る
町
を
悪
く
言
う
の
で
は
な
く
、
楽
し
く
地

域
に
関
わ
っ
て
い
る
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
、

子
ど
も
に
地
域
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
一

番
の
方
法
だ
と
信
じ
て
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。

問
い
合
わ
せ

農
業
振
興
課
農
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
３
１

庄
原
市
内
の
直
売
所

　

庄
原
市
に
は
８
カ
所
の
直
売
所
が
あ

り
ま
す
。

①
食
彩
館
し
ょ
う
ば
ら
ゆ
め
さ
く
ら　

　
「
朝
ど
り
市
」（
新
庄
町
）

②
ウ
イ
ル
西
城
産
直
市
場
（
西
城
町
）

③
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
Ａ
コ
ー
プ
西
城

　

店
内
産
直
コ
ー
ナ
ー
（
西
城
町
）

④
東
城
農
産
物
直
売
施
設
「
き
ん
さ
い

　

市
」（
東
城
町
）

⑤
口
和
交
流
拠
点
施
設
「
モ
ー
モ
ー
物

　

産
館
」（
口
和
町
）

⑥
道
の
駅
た
か
の
「
わ
い
わ
い
高
原
市

　

場
」（
高
野
町
）

⑦
比
和
の
特
産
市
場
（
比
和
町
）

⑧
道
の
駅
リ
ス
ト
ア
・
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

特
産
品
館
（
総
領
町
）

※
写
真
は「
東
城
農
産
物
直
売
施
設（
き

ん
さ
い
市
）」

　
営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

直
売
所
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

直
売
所
の
特
徴
と
出
荷
者
の
心
得

　

気
軽
に
販
売
で
き
、
ま
た
気
軽
に

買
っ
て
も
ら
え
る
の
が
直
売
所
で
す
。

　

直
売
所
に
は
、
一
般
的
に
次
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

▪
ど
ん
な
人
が
生
産
し
た
も
の
か
分
か

　

り
や
す
い
。（
生
産
者
の
顔
が
見
え
、

　

安
心
し
て
買
え
る
）

▪
生
産
地
と
販
売
所
が
近
く
、
よ
り
新

　

鮮
な
農
産
物
を
販
売
で
き
る
。

▪
地
域
の
特
産
を
求
め
る
人
が
訪
れ
る
。

▪
他
の
流
通
方
法
に
比
べ
、
中
間
マ
ー

　

ジ
ン
が
必
要
な
い
た
め
、
消
費
者
に

　

比
較
的
安
価
に
提
供
で
き
る
。

▪
生
産
者
が
自
分
で
売
値
を
設
定
で
き

　

る
。

▪
出
荷
し
た
農
産
物
に
対
す
る
消
費
者

　

の
反
応
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

▪
少
量
で
も
販
売
可
能
。

※
た
だ
し
、
出
荷
者
そ
れ
ぞ
れ
に
、
責

任
を
持
っ
て
出
荷
・
販
売
す
る
姿
勢
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

最
後
に

　

こ
の
よ
う
に
、
直
売
所
は
身
近
に
あ

り
な
が
ら
、
非
常
に
魅
力
的
な
販
売
施

設
で
す
。
ぜ
ひ
、
う
ま
く
活
用
し
て
、

作
っ
て
売
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

営
農
指
導
員　

永な
が
お
く奥　

　

啓
は
じ
め
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合計
343億4,968万円
（▲13億2,249万円）

総額
102.2万円

合計
333億3,720万円
（▲7億6,014万円）

扶　助　費

物　件　費

災害復旧事業費

一般会計決算の状況について

各会計の令和４年度決算状況

市民一人当たり決算額（一般会計歳出）

　市は毎年「庄原市財政状況の公表に関する条例」に基づき、予算の執行状
況や決算、財政の健全度を示す基準について公表しています。
　今回は、令和４年度決算や健全化判断比率と令和５年度上半期の予算の執
行状況についてお知らせします。
　より詳しい内容は市ホームページに掲載していますのでご覧ください。

　令和４年度は、新型コロナウイルス感染症対策に加え、ロシアによるウクライナ侵攻や円安の進行
による急激な物価高騰から、市民の安心・安全を守るとともに、地域の事業者の活動を支援するた
め、国・県から交付される補助金などを活用した経済対策事業の実施により機動的に対応しました。
　また、度重なる豪雨災害からの復旧・復興に重点的かつ集中的に取り組むとともに、庄原市民会館
および庄原自治振興センター大規模改修など大規模建設事業を実施した一方で、コロナ対策に係る各
種給付金の終了や、平成30年度から整備を進めていた新焼却施設の完成などにより、歳入が343億
4,968万円（前年度比13億2,249万円減）、歳出が333億3,720万円（前年度比７億6,014万円減）と、
いずれも前年度より減額となりました。

令和５年１月１日現在の住民基本台帳人口32,629人

市　　税固定資産税および入湯税の増　　　　　　　　　　　　　

　個人市民税は、前年度比809万円の増額となりましたが、法人市民税が
原材料費などの高騰により1,264万円の減額となったため、市民税全体で
456万円の減額となりました。一方で、固定資産税が大規模な太陽光発電
施設の稼働などの影響により3,070万円の増額となったほか、入湯税の増
額などにより市税全体では4,292万円の増額となりました。

地方交付税普通交付税の減　　　　　　　

　普通交付税は、交付税財源となる国税の増収による追加交付がありま
したが、臨時財政対策債償還基金費など基準財政需要額の減少により、
前年度比１億9,618万円の減額となりました。特別交付税は、除雪事業に
係る交付額の増加などにより2,871万円の増額となりましたが、地方交付
税全体では１億6,747万円の減額となりました。

市　　債新焼却施設整備事業の完了などによる市債の減

　市債の借入額は、庄原自治振興センター大規模改修事業が１億9,610
万円の増額となった一方で、新焼却施設整備事業の完了による11億
4,700万円の減額や、臨時財政対策債が３億347万円の減額となったこと
などにより、全体では14億6,857万円の減額となりました。

財政課財政係　☎0824ｰ73ｰ1129

除雪や光熱費による増　　　　　　　　  

　除雪に係る経費が１億2,533万円の増額となったほか、電気料金な
ど光熱費の高騰に伴い公共施設の管理運営経費が増額となったこと
などから、物件費全体では４億107万円の増額となりました。

コロナ対策給付金の減　　　　　　

物価高騰の影響を大きく受ける世帯に対して、電力・ガス・食料品
等価格高騰緊急支援給付事業２億2,160万円などによる生活支援を行い
ましたが、コロナ対策として実施した子育て世帯臨時特別給付事業が
４億3,490万円、住民税非課税世帯等臨時特別給付事業が３億7,230万
円それぞれ減額となったことなどにより、扶助費全体では４億7,226万
円の減額となりました。

災害復旧事業費の減

　平成30年７月豪雨で被災した口和中学校テニスコート法面復
旧工事の完了などにより、全体では３億2,963万円の減額とな
る27億7,990万円となりました。

　災害復旧事業費の主な決算内訳は次のとおりです。

 ●公共災害復旧事業（道路・河川）　　   14億2,669万円

 ●農業用施設災害復旧事業（農道・水路）  8億9,646万円

　 ●農地災害復旧事業　　　　　　　　　　  3億9,318万円

 ほか

令和４年度

決算
会　　計　　名 歳入決算額

Ａ
歳出決算額

Ｂ
形式収支

Ｃ＝Ａ－Ｂ
繰越財源

Ｄ
実質収支

Ｅ＝Ｃ－Ｄ
一般会計 343億4,968万円 333億3,720万円 10億1,248万円 1億7,848万円 8億3,400万円
住宅資金特別会計 426万円 413万円 13万円 0万円 13万円
歯科診療所特別会計 2,412万円 2,412万円 0万円 0万円 0万円
休日診療センター特別会計 1,105万円 1,105万円 0万円 0万円 0万円
国民健康保険特別会計 38億438万円 37億7,273万円 3,166万円 0万円 3,166万円
国民健康保険特別会計（直診勘定） 6,224万円 6,215万円 8万円 0万円 8万円
後期高齢者医療特別会計 6億7,171万円 6億7,148万円 23万円 0万円 23万円
介護保険特別会計 64億3,928万円 62億7,163万円 1億6,766万円 0万円 1億6,766万円
介護保険サービス事業特別会計 5,586万円 5,586万円 0万円 0万円 0万円
農業集落排水事業特別会計 3億9,083万円 3億8,627万円 457万円 264万円 193万円
浄化槽整備事業特別会計 2億1,487万円 2億1,431万円 57万円 0万円 57万円
宅地造成事業特別会計 14万円 14万円 0万円 0万円 0万円
比和財産区特別会計 89万円 78万円 11万円 0万円 11万円
一般会計の実質収支（黒字となったお金）のうち、4億 2,000 万円は財政調整基金（貯金）へ積み立て、残り 4億 1,400 万円を
令和５年度に繰り越しました。

会　　計　　名 収　　益 費　　用 特別利益 特別損失 当年度純利益
（▲損失）

水道事業 10億3,949万円 10億697万円 0万円 0万円 3,251万円
下水道事業 9億4,107万円 8億5,196万円 0万円 0万円 8,911万円
病院事業 14億4,539万円 13億2,265万円 0万円 0万円 1億2,274万円

民生費　24.0 万円（24％）
高齢者や障害者などの福祉や保育
所運営などに

公債費　13.8 万円（14％）
市債（市の借金）の元金と利子の
支払いなどに

災害復旧費　8.5 万円（8％）
農林水産業施設・公共土木施設な
どの災害復旧に

総務費　12.6 万円（12％）
自治振興、定住支援、戸籍事務、
生活交通路線確保などに

衛生費　8.0 万円（8％）
医療の充実、健康診査、ごみ処理、
水道事業などに

教育費　9.4 万円（9％）
小・中学校の教育や施設整備、生
涯学習、体育施設の管理などに

農林水産業費　7.4 万円（7％）
新規就農者の支援や森林の整備な
ど農林水産の振興に

土木費　9.1 万円（9％）
道路整備、区画整理、公園・公営
住宅の管理などに

その他　9.4 万円（9％）
商工業・観光の振興、市議会の運
営、消防・防災などに

一般会計・特別会計

企業会計

※金額は万円未満を四捨五入していますので、内訳の合計は必ずしも一致しません。

歳入のポイント

  歳出のポイント一般会計歳出

一般会計歳入

人件費
39億342万円
（▲1億4,689万円）

災害復旧事業費
27億7,990万円
（▲3億2,963万円）

その他経費
38.8%

義務的経費
37.6%

扶助費
41億2,773万円
（▲4億7,226万円）

公債費
44億9,427万円
（▲7,404万円）

物件費
46億643万円
（+4億107万円）

補助費等
51億3,069万円
（+1億3,354万円）

繰出金
24億8,191万円
（+1,122万円）

積立金
5億390万円
（▲1億7,499万円）

投資的経費
23.6%

普通建設事業費
50億9,620万円
（▲1億765万円）

その他（貸付金など）
2億1,275万円
（▲48万円）

※（　）は前年度比

依存財源
80.5％

地方交付税
144億3,888万円
（▲1億6,747万円）

使用料・手数料など
9億1,009万円
（▲1億474万円）

繰越金
9億4,483万円
（▲1億2,283万円）

市債
29億765万円
（▲14億6,857万円）

市税
38億3,890万円
（+4,292万円）

国・県支出金
87億1,280万円
（+4億1,223万円）

繰入金
9億9,356万円
（+9,176万円）

地方譲与税・
各種交付金など
16億299万円
（▲580万円）

※（　）は前年度比

自主財源
19.5％
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該当なし

83.9％

 11.3％

該当なし

該当なし

実質公債費比率 将来負担比率

実質公債費比率将来負担比率

101.1％

11.9％

100.4％

83.9％

11.0％ 11.3％

9.0

10.0

11.0

12.0

13.0

14.0

R２年度 R３年度 R４年度
80.0

100.0

120.0

140.0

160.0

180.0

億円

400

450

500

550

600

650

700

750

800

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R元 R2

478億2,740万円

R3 R4

市債残高の推移（全会計）

健全化判断比率の推移

　地方公共団体の財政状況を客観的に表し、財政の早期健全化や再生の必要性を
判断するための「健全化判断比率」として実質赤字比率、連結実質赤字比率、実
質公債費比率、将来負担比率の４つの指標があります。

将来負担比率
　地方公共団体の一般会計などの借入金や、将来支払っていく可能性のある負担などの現時点での残高を指標化し、
将来財政を圧迫する可能性の度合いを示す指標です。庄原市は83.9％と早期健全化基準内の指標となっています。

実質公債費比率
借入金の返済額およびこれに準じる額の大きさを指標化し、資金繰りの程度を示す指標です。財政計画に基づく

計画的な市債の発行に努めることで、11.3％と早期健全化基準内の指標となっています。

連結実質赤字比率
　すべての会計の赤字や黒字を合算し、地方公共団体全体としての赤字の程度を指標化し、地方公共団体全体と
しての財政運営の悪化の度合いを示す指標です。庄原市は黒字のため該当ありませんでした。

実質赤字比率
　福祉、教育、まちづくりを行う地方公共団体の一般会計などの赤字の程度を指標化し、財政運営の悪化の度合い
を示す指標です。庄原市は黒字のため該当ありませんでした。

健全化
判断比率

　令和４年度決算では、将来負担比率は前年度から 16.5％の健
全化を図ることができましたが、実質公債費比率は既発債の償
還額の増加などにより、前年度から 0.3％上昇しました。
　今後も、計画的な市債の借り入れなどにより健全化判断比率
の抑制に取り組み、健全な財政運営に努めます。

　公営企業の資金収支の累積不足額を表すもので、庄原市ではすべての
公営企業で該当ありませんでした。資金不足比率

　令和４年度は、新焼却施設整備事業の完了や臨時財政対策債の減など市債の借
入額の減少に伴い、市債残高が減少しました。また、基金残高は、財政調整基金
への決算剰余金の積み立てなどにより、前年度末より増加しました。

市債・基金

残　高

　庄原市財政状況の公表に関する条例に基づき、令和５年４月１日から９月 30 日までの予算の執行状況
についてお知らせします。

※水道事業は令和５年度から広島県水道広域連合企業団へ移行しています。

実質赤字比率

0％

0％

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将来負担比率 350％

25％ 35％

17.6％ 30％

12.6％ 20％

早期健全化基準 財政再生基準

財政状況が悪い

※庄原市で対象となる公営企業は、水道事業、下水道事業、病院事業、農業集落排水事業、浄化槽整
備事業、宅地造成事業です。

資金不足比率 20％

経営健全化基準

会　　計　　名 令和４年度末残高 令和３年度末残高
一般会計 370億9,123万円 385億6,886万円
農業集落排水事業特別会計 21億671万円 22億8,203万円
浄化槽整備事業特別会計 5億2,778万円 5億1,310万円
水道事業 35億5,717万円 35億5,717万円
下水道事業 42億9,116万円 42億9,116万円
病院事業 2億5,335万円 2億5,335万円
市債残高合計 478 億 2,740 万円 494 億 6,567 万円

基　　金　　名 令和４年度末残高 令和３年度末残高
財政調整基金 44億5,860万円 36億5,743万円
地域振興基金 27億7,550万円 29億6,439万円
過疎地域持続的発展基金 3億75万円 2億7,181万円
国民健康保険財政調整基金 4億3,236万円 4億1,875万円
介護給付費準備基金 3億6,573万円 2億9,558万円
その他の基金 8億3,278万円 6億8,126万円
基金残高合計 91億6,572万円 82億8,922万円

市債残高状況

基金残高状況

※令和５年３月31日時点残高 （令和５年１月１日現在の住民基本台帳人口32,629人）

令和４年度末における
市民一人当たりの市債残高

146.6万円

令和５年度上半期予算の執行状況

区　　　分 予　算　額 収入済額と収入率 支出済額と執行率
一　般　会　計 368億1,654万円 142億3,612万円 38.7% 113億2,843万円 30.8%
特別会計　合計 116億4,365万円 44億6,544万円 38.4% 45億9,748万円 39.5%
国民健康保険 37億8,792万円 12億9,828万円 34.3% 14億5,014万円 38.3%
介護保険 63億107万円 28億1,247万円 44.6% 25億7,997万円 40.9%
その他 15億5,466万円 3億5,470万円 22.8% 5億6,737万円 36.5%

下
水
道
事
業

収益的収支
収入 9億6,999万円 5億3,640万円 55.3%
支出 8億8,885万円 3億7,612万円 42.3%

資本的収支
収入 6億3,127万円 2億6,160万円 41.4%
支出 7億1,604万円 1億4,511万円 20.3%

病
院
事
業

収益的収支
収入 13億9,417万円 7億8,663万円 56.4%
支出 13億9,417万円 5億5,753万円 40.0%

資本的収支
収入 4,588万円 3,292万円 71.8%
支出 6,965万円 3,057万円 43.9%

区　　分 予　算　額 収入済額 収入率
市　　税 37億8,395万円 23億3,547万円 61.7%
国民健康保険税 5億8,797万円 2億1,247万円 36.1%

市　　債 415億2,788万円
一般会計 348億8,636万円
特別会計 25億3,025万円
企業会計 41億1,127万円

■税の収入状況（一般会計・国民健康保険特別会計） ■市債残高

■一般会計・特別会計・公営企業会計の収支状況
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保育所・こども園・幼稚園などの保育所・こども園・幼稚園などの
入所申し込みをお忘れなく！入所申し込みをお忘れなく！

ほのぼのネット（庄原市子育て世代包括支援センター）ほのぼのネット（庄原市子育て世代包括支援センター）
☎0824-73-1214☎0824-73-1214

保
育
所
・
こ
ど
も
園
の
入
所
申
し
込
み

幼
稚
園
の
入
園
申
し
込
み

❷
保
育
を
必
要
と
す
る
理
由
の
分
か
る

　

書
類

※
保
育
の
必
要
性
の
認
定
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
る
の
は
、児
童
の
保
護
者（
父

母
）両
方
が
、保
育
の
利
用
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
場
合
で
す
。

※
小
奴
可
こ
ど
も
園
の
１
号
認
定
（
教

育
認
定
）へ
入
所
を
希
望
す
る
場
合
は

❷
の
提
出
は
不
要
で
す
。（
た
だ
し
預
か

り
保
育
を
利
用
す
る
場
合
は
「
保
育
の

必
要
性
の
認
定
」が
必
要
）

継
続
入
所
の
手
続
き

　

現
在
入
所
中
の
保
育
所
を
通
じ
て
書

類
を
配
布
し
ま
す
。児
童
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室
、

保
育
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口
・問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
９
２

各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
、新
た
に
利

用
を
希
望
す
る
人
は
申
請
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
、す
で
に
入
所
し
て
い
る
人

で
、継
続
入
所
を
希
望
す
る
人
も
利

用
申
請
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

受
付
期
間

11
月
13
日
㈪
～
12
月
15
日
㈮

※
期
間
内
に
申
し
込
み
が
な
か
っ
た

場
合
、５
月
以
降
の
入
所
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

新
規
入
所
の
手
続
き

　

新
規
入
所
の
人
は
「
子
ど
も
の
た

め
の
教
育
・
保
育
給
付
の
支
給
認
定

申
請
」を
行
い
、「
保
育
を
必
要
と
す

る
認
定
」を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

提
出
書
類
を
、児
童
福
祉
課
ま
た

は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活

室
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
書
類

❶
支
給
認
定
申
請
書
兼
利
用
申
請
書

　
（
児
童
１
人
に
つ
き
１
部
）

※
申
請
書
は
、受
付
窓
口
で
配
布
し

て
い
ま
す
。ま
た
、11
月
13
日
㈪
以
降

は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
、新
た
に
利

用
を
希
望
す
る
人
は
申
請
が
必
要
で

す
。

受
付
期
間

11
月
１
日
㈬
か
ら

新
規
入
園
の
手
続
き

　

提
出
書
類
を
、直
接
幼
稚
園
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
書
類

❶
教
育
・
保
育
給
付
認
定
申
請
書（
１

　

号
認
定
）兼
施
設
等
利
用
給
付
認

　

定
申
請
書

　
（
児
童
１
人
に
つ
き
1
部
）

❷
保
育
を
必
要
と
す
る
理
由
の
分
か

　

る
書
類

　
（
預
か
り
保
育
を
利
用
す
る
場
合
）

※
❷
の
書
類
は
保
育
所
入
所
の
場
合

と
同
様
で
す
。

※
提
出
書
類
は
幼
稚
園
で
配
布
し
て

い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

教
育
総
務
課
総
務
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
２

【保育所】

地域 施設名 受け入れ
年齢 地域 施設名 受け入れ

年齢 地域 施設名 受け入れ
年齢

庄原

庄原※

６カ月
から

庄原
七塚

１歳から 口和
みどり園

６カ月
から

敷信みのり※ 山内 聖慈
三日市※ 永末 ３歳から 高野 高野※
庄原北※ 西城 西城※ ６カ月

から
比和 比和

高
１歳から 東城

東城※ 総領 総領※
峰田 田森 １歳から

開所時間は月～土曜日の７時30分～18時30分（永末は土曜日のみ13時まで）
※の保育所は延長保育が可能（19時30分まで）
園児が10人に満たない場合は、休所となる場合があります。

【地域型保育事業所】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （令和５年11月現在）
地域 施設名 開所時間（月～土曜日） 受け入れ年齢 電話番号

庄原
光寿保育園 ７時30分～18時30分

※月～金曜日のみ延長保育あり（19時30分まで） ６カ月～２歳

（福）相扶会
☎0824-74-0530

タンネの森 ７時30分～18時30分
※延長保育あり（19時まで）

（一社）里山こども未来会議
☎0824-74-6636

東城 ぽんぽこ山保育園 ７時30分～18時30分 ６カ月から ☎08477-4-0501

理
由

必
要
書
類

就
労

就
労
証
明
書

就
労（
学
）申
立
書

妊
娠
・
出
産

母
子
健
康
手
帳

疾
病
・
障
害

診
断
書

身
体
障
害
者
手
帳

介
護
・
看
護

介
護
・
看
護
申
立
書

就
学

就
労（
学
）申
立
書

求
職
活
動

求
職
活
動
申
立
書

【認定こども園】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    （令和５年11月現在）
地域 施設名 開所時間（月～土曜日） 受け入れ年齢 電話番号

東城 小奴可こども園

２号・３号認定（保育認定）
７時 20 分～ 18 時 20 分
※延長保育あり（18 時 50 分まで）

３カ月から
☎08477-5-0031

１号認定（教育認定）
８時30分～14時 ３歳から

地域 施設名 開所時間 受け入れ年齢 電話番号

庄原 庄原幼稚園

月～金曜日　８時 30 分～ 16 時
※延長保育は18時30分まで
※７時 40 分からの受け入れも可能
土曜日　８時 30 分～ 11 時（月１回）

満３歳の
誕生日から ☎0824-72-0144

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
入
会
申
し
込
み

放
課
後
子
供
教
室

の
入
会
申
し
込
み

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、小
学
校
の
放
課
後

や
長
期
休
業
日
な
ど
に
保
護
者
が
い
な
い
家

庭
の
児
童
が
、遊
び
や
生
活
を
す
る
場
で
す
。

　

令
和
６
年
４
月
か
ら
の
入
会
を
希
望
す
る

人
は
、申
請
が
必
要
で
す
。ま
た
、現
在
利
用

し
て
い
る
人
も
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
の

で
、手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
長
期
休
暇
の
み
利
用
を
希
望
す
る
人
も
、

必
ず
受
付
期
間
内
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

対
象
者

小
学
生

受
付
期
間

▼
新
２
年
生
以
上

12
月
１
日
㈮
～
22
日
㈮

▼
新
１
年
生
以
上

12
月
１
日
㈮
～
令
和
６
年
３
月
６
日
㈬

※
各
学
校
の
入
学
説
明
会（
２
月
実
施
予
定
）

で
案
内
し
ま
す
。

申
し
込
み
方
法

　

申
込
書
を
児
童
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
地

域
振
興
室
・
市
民
生
活
室
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
２
年
生
以
上
で
、令
和
５
年
度
に
申
し
込

ん
だ
人
は
、書
類
を
児
童
ク
ラ
ブ
か
ら
配
布
・

郵
送
し
ま
す
。

※
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。（
12
月
１
日
以
降
）

地域 放課後児童クラブ名
庄原 庄原・東・板橋・永末
西城 西城
東城 東城・小奴可
口和 口和
高野 高野
比和 比和

受
付
窓
口
・問
い
合
わ
せ

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

ま
た
は
各
支
所
地
域
振
興
室
・
市
民
生
活
室

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
実
施
さ
れ
て
い
な

い
、そ
の
他
の
小
学
校
区
で
は
「
放
課
後
子

供
教
室
」が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

入
会
申
し
込
み
は
、令
和
６
年
２
月
ご
ろ

に
各
放
課
後
子
供
教
室
か
ら
案
内
が
あ
り
ま

す
。

　

詳
し
く
は
生
涯
学
習
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８
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11月はオレンジリボン・児童虐待11月はオレンジリボン・児童虐待
防止推進キャンペーン期間です防止推進キャンペーン期間です

児童相談所虐待対応ダイヤル

（いち・はや・く）☎ ☎ １８９１８９

児
童
虐
待
っ
て
？

身
体
的
虐
待

身
体
的
虐
待

暴
力
を
振
る
う
、や
け
ど
を
さ
せ
る
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

ネ
グ
レ
ク
ト

適
切
な
衣
食
住
の
世
話
を
し
な
い
、家
や
車

中
に
長
時
間
放
置
す
る
な
ど

心
理
的
虐
待

心
理
的
虐
待

言
葉
で
脅
す
、子
ど
も
の
前
で
暴
言
を
吐
く
、

拒
否
的
な
態
度
を
と
る
な
ど　

性
的
虐
待

性
的
虐
待

わ
い
せ
つ
な
行
為
、性
行
為
の
強
要
な
ど

問い合わせ　児童福祉課あんしん支援係 ☎ 0824-73-0051

身
体
的
暴
力

身
体
的
暴
力

た
た
く
・
殴
る
・
蹴
る
・
首
を
絞
め
る
・
物
を

投
げ
つ
け
る
（
ふ
り
を
す
る
）な
ど

精
神
的
暴
力

精
神
的
暴
力

無
視
・
怒
鳴
る
・
暴
言
を
吐
く
・
外
出
や
交
友

関
係
を
監
視
す
る
・
大
切
な
も
の
を
壊
す
な
ど

経
済
的
暴
力

経
済
的
暴
力

生
活
費
を
入
れ
な
い
・
借
金
を
重
ね
る
・
仕

事
を
し
な
い
・
仕
事
を
さ
せ
な
い
な
ど

性
的
暴
力

性
的
暴
力

性
的
行
為
の
強
要
・
避
妊
に
協
力
し
な
い
・
無

理
や
り
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
や
雑
誌
を
見
せ
る
な
ど

デ
ジ
タ
ル
暴
力

デ
ジ
タ
ル
暴
力

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
脅
し
・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
で

相
手
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
な
ど

児
童
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
被
害
な
ど　
　
　
　
　

専
門
機
関
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い

▼
広
島
県
北
部
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
配

　
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
受
付
時
間　
月
～
金
曜
日　

10
時
～
17
時

　

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
５
１
８
１

▼
庄
原
警
察
署

　

受
付
時
間　
24
時
間

　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

▼
児
童
福
祉
課
（
相
談
員
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
）

　

受
付
時
間　
月
～
金
曜
日　

９
時
～
17
時

　

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
４
３

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、配
偶
者
（
夫
ま
た
は
妻
）や

恋
人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る（
ま
た
は
、

あ
っ
た
）相
手
か
ら
の
暴
力
を
い
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｖ
の
被
害
者
は
、安
全
で
あ
る
は
ず

の
日
常
生
活
の
中
で
、大
切
に
思
う
相
手

か
ら
恐
怖
心
や
緊
張
を
与
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
、身
体
的
影
響
（
け
が
な
ど
）に

と
ど
ま
ら
ず
、心
に
も
深
い
ダ
メ
ー
ジ
を

残
し
、日
常
生
活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

匿名での連絡が可能です。

こ
れ
っ
て
し
つ
け
？

例
悪
い
こ
と
を
し
た
の
で
叩
い
た
。　

　

体
に
苦
痛
を
引
き
起
こ
す
行
為
は
体
罰
に

な
り
ま
す
。し
つ
け
と
称
し
て
、た
た
い
た
り

怒
鳴
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、子
ど
も
の
心
の

成
長
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
と
は
、本
来
は
大
人
が

担
う
と
想
定
さ
れ
て
い
る
家
事
や
家
族
の
世

話
な
ど
を
、日
常
的
に
行
っ
て
い
る
子
ど
も

の
こ
と
を
指
す
言
葉
で
す
。こ
う
し
た
子
ど

も
た
ち
の
存
在
に
目
を
向
け
、彼
ら
が
発
す

る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。

地
域
の
み
ん
な
で
子
育
て
を　
　
　
　
　

応
援
し
ま
し
ょ
う

　

子
育
て
を
す
る
中
で
、親
が
つ
ら
い
の
は

孤
立
す
る
こ
と
で
す
。日
頃
か
ら
あ
い
さ
つ

や
声
掛
け
を
す
る
な
ど
、地
域
で
温
か
く
見

守
っ
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
中
の
あ
な
た
へ

　

子
育
て
は
、子
ど
も
の
成
長
を
見
守
る
喜

び
や
感
動
に
溢
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、毎
日

続
く
子
育
て
の
中
で
は
、ス
ト
レ
ス
や
不
安

を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。そ
ん
な
時
は

一
人
で
抱
え
込
ま
ず
に
、ま
ず
は
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

11月12日～25日は11月12日～25日は
「女性に対する暴力をな「女性に対する暴力をな
くす運動」期間ですくす運動」期間です

ＤＶ相談ナビ （は・れ・れ・ば）☎ ☎ ＃＃８００８８００８
匿名での連絡が可能です。

殴
る
、
蹴
る
だ
け
が

Ｄ
Ｖ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
！

あ
な
た
の
近
く
で

こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

令和５年度標語「あなたしか　気づていないかも　そのサイン」令和５年度標語「あなたしか　気づていないかも　そのサイン」

広島県児童生徒学習意識等調査の結果

本年度実施した、全国学力・学習状況調査および広島県児童生徒学習意識等調査の結果は次のとおりでした。

　市内の児童生徒の学力や学習の状況をお伝えします。

　文部科学省が行う、全国学力・学習状況調査が４月 18日に実施され、小学６年生と中学３年生が参加しました。

　広島県教育委員会が行う児童生徒学習意識等調査が６月 13日～ 23日に実施され、小学５年生と中学２年生
が参加しました。

小学校においては、国語科は県・全国平均を上回っていま

すが、算数科は県・全国平均を下回っています。中学校にお

いては、国語科は県・全国平均を上回っていますが、数学科・

英語科は県・全国平均を下回っています。

　ほぼすべての教科で、これまで課題だった記述式の問題が

県・全国平均を上回っており、授業の中で、児童生徒が自分

の考えを書いて表現することに取り組んでいる成果が出てき

ています。

　今後は、すべての児童生徒が、習得しなければならない知識・

技能を確実に身に付けることができるよう、それぞれの学年

で基礎・基本の徹底を図り、学習内容の確実な定着につなげ

ます。

小学５年生は、自分で勉強の計画を立てたり授業の予

習をしたりする家庭学習の割合（図１）は、県平均を下

回っていますが、授業の復習をしている割合は県平均を

上回っています。中学２年生はどの項目においても県平

均を上回っています。中学生になると、自分で計画を立

てて学習を進めることができるようになっています。

　テレビやゲームの時間（図２）は、昨年度と比較する

と減少しているものの、平成 29 年度と比較すると増加傾向にあります。家庭での過ごし方について考えたり、メ

ディアとの接し方についてルールをつくったりすることが必要です。

　読書活動（図３）は、小学５年生で「１週間、家庭で１時間以上読書をする」、小中学校ともに「１か月に３冊

以上の本を読む」が県平均を上回っています。小学５年生、中学２年生ともに、「本を読むのが好き」と約 70％

が答えています。読書好きな児童生徒が増えるよう、家庭でも一緒に読書をする時間を作ってみてください。

　今後も市教育委員会では、児童生徒の望ましい生活習慣の定着と学力の向上に向け、家庭・学校・地域が連携

した取り組みを進めていきます。

※庄原市・広島県の平均正答率は整数値で公表

〔小学６年生〕　　　　　　　　　　　　  　（％）

教　科 庄原市 広島県 全　国
国　語 70 69 67.2
算　数 62 64 62.5

〔中学３年生〕　　　　　　　　　　　　  　（％）

教　科 庄原市 広島県 全　国
国　語 73 70 69.8
数　学 48 49 51.0
英　語 42 43 45.6

教育指導課指導係　☎0824-73-1184

全国学力・学習状況調査の結果

表１ 各教科の平均正答率

学力調査結果

図１  家庭学習

図 2  テレビやゲームの時間

図 3  読書活動
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（％）

小 5 中 2
自分で勉強の

計画を立てている
学校の授業の
予習をしている

学校の授業の
復習をしている

庄原市 広島県

小 5 中 2 小 5 中 2 小 5 中 2
本を読むのが好き 1週間、家庭で 1時間

以上読書をする
1か月に 3冊以上の

本を読む

小 5 中 2 小 5 中 2

100

80

60

40

20

0

（％）

40

30

20

10

0

（％）

庄原市 広島県

小５ 中２
H29 H30 R01 Ｒ03 Ｒ04 Ｒ05

平日に１日３時間以上テレビを見たりゲームをしたりしている
児童生徒の割合の推移

60.960.8 76.375.4 68.968.8

34.735.8
25.923.3

51.8

67.5

24.828.9

53.8

66.5

51.9
46.7

37.3

64.2
56.7

68.867.9

38.1

20.8

25.5 25.0
31.9

28.1

34.2
31.4

23.1 24.0 26.0

32.2
29.3

※令和２年度は調査実施なし。
※数値は、「よくあてはまる」「ややあてはまる」と肯定的に回答

している割合。
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　国税庁は、毎年 11 月 11 日から 17 日までの１週間を「税を考え
る週間」とし、この期間を中心にさまざまな広報活動を行っています。
　本年の「税を考える週間」は、「これからの社会に向かって」をテ
ーマに、国民各層・納税者の皆さんに日常生活と税の関わりを理解
してもらうことで、納税意識の向上を図ることとしています。
　国税庁ホームページに特設ページを設けさまざまな取り組みを紹
介していますので、詳しくはホームページをご覧ください。

■「税を考える週間」の租税作品展示会
　期間中、ショッピングセンタージョイフル２階で、市内学校の児
童・生徒から応募された税に関する作文・習字・絵はがき・標語の入選
作品の展示を行います。ぜひご来場ください。

（作品展示会場は右欄をご覧ください）

■電話による相談
　11月から「国税相談専用ダイヤル」を導入しています。
　国税相談専用ダイヤル　☎0570-00-5901
■税務署での相談
　事前予約が必要です。予約は、庄原税務署（☎0824-72-1001）にご
連絡ください。（音声ガイダンスに従い「２」を選択してください）

租 税 作 品 展 示 会
ショッピングセンタ－ジョイフル２階
11月11日㈯～19日㈰

本庁舎市民ホール　　　　　　　　
11月21日㈫～26日㈰

口和支所　　　　　　　　　　　　
11月28日㈫～12月４日㈪

高野支所　　　　　　　　　　　　
12月６日㈬～12日㈫

比和支所　　　　　　　　　　　　
12月14日㈭～20日㈬

西城支所　　　　　　　　　　　　
12月22日㈮～28日㈭

東城支所　　　　　　　　　　　　
１月５日㈮～11日㈭

総領保健福祉センター　　　　　　
１月16日㈫～19日㈮

※❶❷❻は土・日曜日も観覧可能

国税庁 検索で

税務署からのお知らせ

❶

❷

❸

❹

❺

❻

❼

❽

森林環境税が令和６年度からスタート森林環境税が令和６年度からスタート
税務課市民税係☎0824-73-1146税務課市民税係☎0824-73-1146

― 11月11日～17日は「税を考える週間」です ―― 11月11日～17日は「税を考える週間」です ―
テーマ「これからの社会に向かって」テーマ「これからの社会に向かって」

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係　
☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

　

内
閣
府
は
、「
子
供
・
若
者
育
成
支
援

推
進
大
綱
」
で
、
子
ど
も
・
若
者
の
育
成

へ
の
支
援
を
総
合
的
に
展
開
す
る
た
め
、

11
月
を
「
子
供
・
若
者
育
成
支
援
推
進
強

調
月
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
庄

原
市
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

庄
原
市
で
の
取
り
組
み

　

推
進
強
調
月
間
に
関
わ
ら
ず
、
市
と
青

少
年
健
全
育
成
庄
原
市
民
会
議（
７
支
部
）

は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

で
の
夜
間
巡
回
指
導
、
通
学
路
で
の
声
掛

け
運
動
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
へ
の
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や

各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の
広

報
・
啓
発
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

青
少
年
健
全
育
成
の
功
績
を
た
た
え
て

　

青
少
年
健
全
育
成
に
係
る
長
年
に
わ
た

る
活
動
で
の
功
労
者
と
し
て
、
藤ふ

じ
い井
岑み

ね
お雄

さ
ん
（
東
城
町
）
と
宮み

や
の野
克か

つ
み己
さ
ん
（
口

和
町
）
が
「
公
益
社
団
法
人
青
少
年
育
成

広
島
県
民
会
議
会
長
表
彰
」
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

藤
井
さ
ん
は
、
青
少
年
育
成
庄
原
市
民

子
供
・
若
者
育
成
支
援

　
　
　
　
　
推
進
強
調
月
間

　税制改正により、『森林環境税（国税 1,000 円 / 年）』が、令和６年度から住民税と併せて賦課徴収されます。
森林環境税は、森林整備などに必要な財源を安定的に確保する観点から創設された国税です。なお、東日本大震
災からの復興財源として住民税均等割に加算してきた 1,000 円 / 年は令和 5 年度で終了します。

国
【森林環境税の流れ】

森林環境税
1,000円／年

　市が徴収し、県を経由し国に
納める。

森林環境譲与税（令和元年度から）
　私有林人工林面積、林業就業者数、人口により
各地方団体に配分。間伐や林業の担い手育成・確
保、木材利用の促進に活用。

都道府県
（市町村の支援）

本市の林業施策に活用
  令和４年度実績（担当：林業振興課）
  【交付額】 １億4,362万２千円
  【活用事例】 森林経営管理制度意向調査業務、再造林支援、市民会館・自
　　　　　　治振興センター整備、森林体験プログラム実施 など

納税義務者
全　国　約6,200万人
庄原市　約 16,000人
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し
い
場
合
は
徐
行
し
ま
し
ょ
う
。

③
通
行
の
邪
魔
に
な
る
か
ら
と
い
っ
て
、

歩
道
に
駐
車
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
歩
行

者
の
妨
害
に
な
り
ま
す
。

　

運
転
す
る
時
は
、
こ
れ
ら
の
交
通
ル
ー

ル
を
守
る
と
と
も
に
、
誰
も
が
安
心
し
て

道
路
を
利
用
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。

後
退
時
の
交
通
事
故
に
気
を
付
け
て

く
だ
さ
い 

　

駐
車
場
で
は
、
車
の
後
退
時
の
事
故
が

多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
原
因
と
し

て
思
い
込
み
や
油
断
、
慣
れ
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
駐
車
場
内
を
走
行
す
る
車
は

一
般
の
道
路
と
異
な
り
、
動
き
が
不
規
則

で
す
。
そ
の
た
め
、
少
し
の
気
の
緩
み
が

重
大
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
駐
車
場
な
ど
の
構
内
で
は
次
の
こ
と

に
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
少
し
で
も
不
安
を
感
じ
た
ら
、
降
り
て

　

確
認
す
る

▼
前
向
き
発
進
で
き
る
よ
う
に
駐
車
す
る

▼
後
方
の
安
全
確
認
を
徹
底
す
る

▼
バ
ッ
ク
モ
ニ
タ
ー
や
ア
ラ
ー
ム
ブ
ザ
ー

　

に
頼
ら
な
い

▼
人
が
歩
く
く
ら
い
の
ス
ピ
ー
ド
で
後
退

　

す
る

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を　
　
　
　

着
用
し
ま
し
ょ
う 

　

改
正
道
路
交
通
法
の
施
行
に
よ
り
、
令

和
５
年
４
月
１
日
か
ら
、
す
べ
て
の
自
転

車
利
用
者
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義

務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
の
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に

は
、
頭
部
を
守
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
で

す
。
通
勤
・
通
学
・
買
い
物
な
ど
日
常
生

活
で
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
、
ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
し
て
、
頭
部
を
保
護
し
ま
し
ょ

う
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
「
Ｓ
Ｇ
マ
ー
ク
」
な
ど

の
安
全
性
を
示
す
マ
ー
ク
の
付
い
た
も
の

を
使
い
、
顎あ

ご

ひ
も
を
確
実
に
締
め
る
な
ど

正
し
く
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

「
歩
行
者
保
護
」
は　
　
　
　
　
　
　

交
通
ル
ー
ル
の
基
本
で
す 

　
「
歩
行
者
は
必
ず
保
護
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
肝
に
銘
じ
、
運

転
者
は
、
次
の
３
点
に
気
を
付
け
て
く
だ

さ
い
。

①
横
断
歩
道
は
歩
行
者
優
先
で
す
。
歩
行

者
が
横
断
し
て
い
た
り
、
横
断
し
よ
う
と

し
て
い
た
り
す
る
と
き
は
、
横
断
歩
道
の

手
前
で
一
時
停
止
を
し
て
道
を
譲
っ
て
く

だ
さ
い
。

②
歩
道
や
車
道
の
区
別
が
な
い
道
路
を
走

行
す
る
と
き
は
、
歩
行
者
と
の
間
に
安
全

な
間
隔
を
空
け
て
く
だ
さ
い
。
そ
れ
が
難

庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

11
月
１
日
～
30
日

会
議
の
東
城
支
部
長
や
、
広
島
県
薬
物
乱

用
防
止
指
導
員
、
保
護
司
な
ど
を
務
め
た

ほ
か
、
街
頭
指
導
で
の
声
掛
け
、
有
害
図

書
を
回
収
す
る
白
ポ
ス
ト
の
設
置
な
ど
、

積
極
的
に
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

宮
野
さ
ん
は
、
青
少
年
育
成
庄
原
市
民

会
議
の
口
和
支
部
長
や
口
和
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
会
長
な
ど
を
務
め
、
在
任
中
に
は
小

学
生
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
口
和
音

楽
祭
と
い
っ
た
特
色
あ
る
事
業
を
支
援
し

ま
し
た
。
現
在
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員

と
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　

子
ど
も
・
若
者
は
、
家
族
に
と
っ
て
も
、

社
会
に
と
っ
て
も
、
か
け
が
え
の
な
い
存

在
で
す
。
す
べ
て
の
子
ど
も
・
若
者
が
、

自
立
し
た
個
人
と
し
て
健
や
か
に
成
長
す

る
と
と
も
に
、
明
る
い
未
来
を
切
り
拓
い

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
家
族
、
行

政
、
学
校
、
企
業
、
地
域
な
ど
、
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
か
ら
、
子
ど
も
・
若
者
の
育
成

支
援
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

藤井さん

宮野さん
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10
月
１
日
、
広
島
市
の
広
島
銀
行
本
店
１

階
で
、
庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
イ
ベ
ン

ト
「
庄
原
フ
ァ
ン
祭
秋
２
０
２
３
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
庄
原
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
へ

の
入
会
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
会
員
の
交

流
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

当
日
は
、
会
員
を
限
定
と
し
た
比
婆
牛
の

焼
き
肉
の
試
食
や
、
庄
原
の
特
産
品
販
売
、

地
酒
の
試
飲
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
木
山
市
長
と
元

広
島
東
洋
カ
ー
プ
の
達た

つ
か
わ川
光み

つ
お男
さ
ん
、
庄
原

市
ふ
る
さ
と
大
使
の
西に

し
だ田
篤あ

つ
し史
さ
ん
に
よ
る

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が
始
ま
る
と
、
会
場
は
大
盛
り

上
が
り
で
、
達
川
さ
ん
の
笑
い
あ
り
の
軽
快
な

ト
ー
ク
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
来
場
し
た
人
は
「
初
め
て
比
婆
牛

を
食
べ
た
が
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
。
リ
ン

ゴ
な
ど
の
名
産
品
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
庄
原

の
魅
力
を
知
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
」
と
笑
顔

で
話
し
ま
し
た
。

庄原ファン獲得のため
庄原ファンクラブ会員募集イベント「庄原ファン祭秋2023」

自治
定住課

木山市長と達川さん、西田さんによるトークショー

お祝いを受け取った板倉春枝さん（前列左）

多くの人でにぎわう会場 徳永さんを「芸備線庄原市応援大使」に任命

臨時記念列車「ノスタルジー」をお出迎え

芸備線・木次線の沿線自治体のPRコーナー100周年を祝いくす玉を開披　

出演者全員によるオープニング

　

10
月
19
日
、木
山
市
長
が
満
１
０
０
歳
を
迎

え
る
長
寿
を
祝
福
す
る
た
め
、市
内
の
高
齢
者

を
表
敬
訪
問
し
、敬
老
祝
い
金
と
お
祝
い
状
を

手
渡
し
ま
し
た
。

　

敬
老
祝
金
贈
呈
は
、本
年
度
に
満
１
０
０
歳

を
迎
え
る
人
（
大
正
12
年
４
月
１
日
か
ら
大
正

13
年
３
月
31
日
生
ま
れ
）が
対
象
で
、市
内
で
は

31
人
で
す
。

　

今
回
は
、訪
問
を
希
望
し
た
板い

た
く
ら倉
春は

る
え枝
さ
ん
、

森も
り
な
が永
ヨ
シ
子
さ
ん
の
２
人
を
表
敬
訪
問
し
ま
し

た
。ま
た
、併
せ
て
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
お
祝

い
状
と
記
念
品
の
銀
杯
も
伝
達
し
ま
し
た
。

　

板
倉
さ
ん
の
息
子
の
板
倉
秀ひ

で
の
り範
さ
ん
は
「
母

は
、好
き
嫌
い
せ
ず
何
で
も
食
べ
る
の
で
、そ
れ

が
長
寿
の
秘
訣
だ
と
思
う
。特
に
ウ
ナ
ギ
が
大

好
物
。家
族
の
見
守
り
、支
え
合
い
が
大
事
」と

話
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
、市
内
で
満
１
０
０
歳
以
上
と
な

る
高
齢
者
は
１
２
０
人
（
男
性
19
人
、女
性

１
０
１
人
）、市
内
最
高
齢
者
は
女
性
が
１
０
７

歳
、男
性
が
１
０
６
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。

満100歳おめでとうございます
市長が長寿者を表敬訪問

高齢者
福祉課

　

芸
備
線
（
広
島
‐
備
後
庄
原
間
）が
、

本
年
で
開
業
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま

す
。こ
れ
に
当
た
り
、10
月
21
日
、備
後

庄
原
駅
周
辺
で
庄
原
駅
周
辺
地
区
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
が
開
催
す
る
「
第
22
回

庄
原
駅
前
フ
ェ
ス
タ
」に
合
わ
せ
て
、こ

の
節
目
の
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　

開
会
の
あ
い
さ
つ
で
木
山
耕
三
市
長

は
「
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
様
と
連
携

し
た
利
用
促
進
の
取
り
組
み
を
展
開
し

て
い
く
の
で
、１
日
で
も
多
く
こ
の
芸

備
線
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」と
述

べ
ま
し
た
。

　

駅
前
フ
ェ
ス
タ
で
は
、臨
時
記
念
列

車
「
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
号
」が
運
行
さ
れ
、

駅
の
ホ
ー
ム
で
は
市
民
の
皆
さ
ん
や
沿

線
市
町
・
Ｊ
Ｒ
・
広
島
東
洋
カ
ー
プ
の

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
が
集

ま
り
お
出
迎
え
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、鉄
道
好
き
と
し
て
知
ら
れ
る

演
歌
歌
手
の
徳
永
ゆ
う
き
さ
ん
を
ス
ペ

シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
と
し
て
迎
え
、午
前
中

に
は
徳
永
さ
ん
に
と
っ
て
初
め
て
の
１

日
駅
長
を
任
命
。ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
号
の

お
出
迎
え
に
も
参
加
し
ま
し
た
。午
後

に
は
ス
テ
ー
ジ
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ

「
庄
原
よ
い
と
こ
音
頭
」の
ほ
か
、自
身

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
を
披
露
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、徳
永
さ
ん
を
「
芸
備
線
庄
原

市
応
援
大
使
」に
任
命
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
２
千
人
以
上
の
人
が
、駅
周

辺
に
集
ま
り
、節
目
の
年
を
一
緒
に
お

祝
い
し
ま
し
た
。

　

９
月
14
日
、庄
原
市
民
会
館
で
同
施
設
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
、

市
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
広
島
放
送
局
の
主
催
に
よ
り
、人
気
番

組
「
新
・
Ｂ
Ｓ
日
本
の
う
た
」の
公
開
収
録
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

観
覧
募
集
に
は
２
３
０
０
件
以
上
の
事
前
申
し
込

み
が
あ
り
、当
日
は
市
内
外
か
ら
５
０
０
人
を
超
え

る
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

収
録
前
に
は
木
山
市
長
が
「
多
く
の
人
に
親
し

ま
れ
、わ
れ
わ
れ
日
本
人
の
心
に
深
く
残
る
名
曲
の

数
々
を
、ぜ
ひ
最
後
ま
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
」と
歓

迎
の
挨
拶
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、約
２
時
間
か
け
て
収
録
が
行
わ
れ
、歌
手

の
中な

か
む
ら村
美み

つ

こ

律
子
さ
ん
、長な

が
や
ま山
洋よ

う
こ子
さ
ん
、山や

ま
う
ち内
惠け

い
す
け介
さ

ん
、広
島
県
出
身
の
角か

ど
か
わ川
博ひ

ろ
し
さ
ん
な
ど
10
人
の
豪
華

出
演
者
が
全
26
曲
を
熱
唱
し
ま
し
た
。

　

観
覧
者
は
、お
目
当
て
の
歌
手
が
登
場
す
る
と
、ペ

ン
ラ
イ
ト
や
う
ち
わ
を
振
っ
て
応
援
す
る
な
ど
会
場

を
盛
り
上
げ
「
い
つ
も
見
て
い
る
番
組
な
の
で
楽
し

み
に
し
て
来
ま
し
た
」「
テ
レ
ビ
で
活
躍
し
て
い
る
タ

レ
ン
ト
を
見
る

機
会
は
ほ
と
ん

ど
な
い
の
で
、

今
後
も
ぜ
ひ
こ

の
よ
う
な
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
を

開
催
し
て
ほ
し

い
」と
話
し
、出

演
者
の
素
晴
ら

し
い
歌
声
に
魅

了
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

祝！芸備線（広島－備後庄原間）開業100 周年
芸備線（広島ー備後庄原駅間）開業100 周年記念　第22 回庄原駅前フェスタ

プロ歌手の歌声が会場を包む
庄原市民会館リニューアルオープン記念・ＮＨＫ「新・ＢＳ日本のうた」公開収録

地域交通課
都市整備課

生涯
学習課
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火事に注意！！ 芸備線・木次線の魅力とは！？肩や腰が痛くても 身近な自然から環境問題を学ぶ

安全運転を呼び掛ける ５年ぶりの開催！

　防火パレード・10/16 　芸備線・木次線シンポジウム・9/23　第 60回東城地区総合体育大会・10/8 　水辺教室・9/21

　秋の全国交通安全運動　交通安全テント村・9/21・22 　第17回口和モーモー祭、第20回庄原みのりの祭典‘21・10/7・8

　比和保育所の比和幼年消防きららクラブと、庄原消
防署高野出張所による防火パレードが、比和保育所か
ら比和支所の区間で行われました。
　当日は、法被を着た 13 人の園児が消防署員ととも
に、約 1.5 キロの道のりを拍子木を鳴らしながら歩き
ました。
　また、比和ふれあいセンターと比和支所では、防火
の誓いを宣言したり、歌や踊りなどを披露したりする
など、園児の元気な声が地域に響きました。
　「火の用心。絶対に火遊びはしません。」と一生懸命
呼び掛ける園児の姿に、保護者や地域の皆さんが沿道
から拍手や声援を送るとともに、火災予防の大切さを
改めて感じている様子でした。

　庄原ショッピングセンター ジョイフルながえで、
市民有志によるグループ「芸備線魅力創造プロジェク
ト」が「シンポジウム 芸備線・木次線 魅力を活かす
方法を考える」を開催しました。
　これは、市民レベルで芸備線・木次線の価値、活用
方法を改めて考え、今後の魅力発掘・創造に向けた意
識醸成や理解を働きかけることを目的としています。
　パネリストには、鉄道愛好家として知られる六

ろ っ か く

角
精
せ い じ

児さんのほか、地元団体や鉄道ジャーナリスト、鉄
道ライターなどが出演。六角さんは「芸備線では日本
の原風景を見ることができる」「地域の資源を生かし、
観光列車の取り組みも大切である」と芸備線や木次線
の魅力や活用方法などについて話しました。

　東城中央運動公園で、第 60 回東城地区総合体育大
会が開催されました。時折、雨が降る少し肌寒い一日
でしたが、延べ 500 人を超える選手が集まりました。
　開会式では、田

た な べ

辺聡
そ う ま

真さんが「腰や膝、肩が痛くても、
正々堂々と戦いましょう」と選手宣誓を行うと、多く
の壮年選手たちが笑顔でうなずいていました。
　大会は、グラウンドゴルフやソフトバレーボールな
ど６種目の競技が行われ、選手は日頃の練習の成果を
発揮していました。
　最後に行われた公開競技のモルック（地面に立て並
べられた木のピンに、木の棒を投げ得点を競う）では、
小学生から高齢者まで参加し、大きな歓声が上がるな
ど熱い戦いが繰り広げられました。

　西城地区公衆衛生協議会が水辺教室を開催し、西城
小３年生の児童８人が参加しました。
　この教室は西城川の水やそこに生息する水生生物を
採集し、水質調査を体験することで、地域の自然を愛
護する心を養い、環境に対する問題意識を培うことを
目的に、毎年開催されています。
　当日は、環境カウンセラーとして活動している奥

お く や ま

山
秀
ひ で て る

輝さんを講師に迎え、水生生物の種類は川の水質と
関係があることや、生活排水が水質に与える影響につ
いての説明が行われました。
　児童は、西城川を通じて環境問題を深く学んだこと
で、きれいな西城川を守っていこうという思いが強く
なったようでした。

　秋の全国交通安全運動期間に伴い、市内各地で啓発
活動が行われました。交通安全運動は交通ルールの厳
守と正しい交通マナーの実践、交通事故防止の徹底を
図ることを目的に全国で実施されています。
　交通安全協会総領分会では、交通安全テント村が行
われ、総領保育所の園児８人が参加しました。
　当日はテント村に通りかかった自動車の運転手に、園
児が作った交通安全の標語のしおりなどの交通安全啓
発グッズを手渡しながら「交通安全お願いします」と
元気よく声を掛けていました。
　参加した園児は「交通事故が無くなればいいと思い
ました」と話しました。

　口和総合運動公園で、「第 17 回口和モーモー
祭」と「第 20 回庄原みのりの祭典‘21」が２日
間にわたり盛大に開催され、延べ２万人が来場
しました。
　口和モーモー祭は、これまで２年に１回「和
牛の祭典」として開催されており、コロナ禍で
延期して以来、５年ぶりの開催となりました。
　当日は、10 頭の牛が会場を歩くモーモー大
行進や、牛の碁盤乗り、牛と子どもの綱引きな
ど、和牛をメインとする催しが行われ、会場を
沸かせていました。
　また、連日ステージイベントが行われ、口和
地域で活動する芸能団体を中心に、踊りや神楽
などを披露しました。
　さらに、会場では野菜や米、加工品などの特
産品販売、広島和牛が楽しめる焼き肉コーナー
などがあり、来場者は里山のグルメを楽しんで
いました。
　口和モーモー祭実行委員会実行委員長の清

し み ず

水
孝
た か き よ

清さんは「イベントを５年ぶりに開催するこ
とは大変な苦労があったが、多くの皆さんの協
力で開催できた。これが地域の活力につながれ
ばうれしい」と話しました。

№5 №2№6 №3

№4 №1

▲モルックを楽しむ選手たち ▲西城川で生き物を採集する児童

▲ドライバーに啓発グッズを渡す園児（総領分会） ▲交通安全を呼び掛ける会員（高野分会） ▲焼肉コーナー▲牛の碁盤乗り

▲モーモー大行進▲ステージイベントでにぎわう会場

▲大きな声で火災予防を呼び掛ける園児 ▲芸備線魅力創造プロジェクトとパネリストの皆さん

　高野分会では、高野保健福祉センター駐車場で交通
安全テント村を開催し、約 40 人が参加しました。
　開会セレモニーでは、高野小学校、高野中学校の児
童生徒から募集した交通安全標語のうち、特に優秀な
作品の応募者 12 人に竹

た け ふ じ

藤健
け ん じ

治分会長が感謝状を贈呈
し、温かい拍手が送られました。
　また、庄原警察署の協力のもと、会員が会場前の県
道を走るドライバーに啓発用品を手渡し、安全運転を
呼び掛けました。
　竹藤会長は「高野地域の交通死亡事故ゼロ日数は
1,300 日を越えたばかり。これからも事故のない安全な
地域を目指して活動を続けていきたい」と話しました。
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たばこを吸っている人がなりやすい病気

庄原市医師会　庄原市高野診療所　山﨑　力

　　　　たばこがもたらす影響

　　　　たばこの歴史

保健医療課健康推進係　☎ 0824 ｰ 73 ｰ 1255

　たばこは、アメリカ大陸が原産で 1492 年のコロンブス
の新大陸発見以降、欧州に紹介され世界中で喫煙習慣
が広がりました。
  しかし、たばこには約 70 種類の発がん性物質や有害
な化学物質など、健康に悪影響を及ぼす物質が数多く含
まれ、多くの疾患を引き起こす可能性が示唆されたため、
20 世紀半ばになると各国でたばこ対策が進められるよう
になりました。

　たばこにはニコチンという成分が含まれています。たばこを吸うとニ
コチンは血液中に吸収され、脳の神経細胞からドーパミンという神経
伝達物質が放出されます。これにより、快感やリラックス効果、不安
やストレスを軽減する効果が引き起こされます。しかし、たばこをやめ
るとニコチンの依存性により、イライラや不安感、集中力低下などの離
脱症状が現れるため、たばこをやめることが困難になります。
　たばこは、一般的な紙巻きたばこ、葉巻・シガー、近年急速に普及
している加熱式たばこなど、いろいろな形態があります。

　加熱式たばこは、たばこを燃焼させずに電気的に加熱しニコチンを吸う喫煙方法で、従来のたばこよりも煙や
臭いが少ないことから、健康への悪影響も少ないと思われがちですが、健康への影響が少ないことは科学的に明
らかになっていません。いずれの形態のたばこでも健康に悪影響があることに変わりありません。
　たばこを吸うことは喫煙者本人だけではなく、たばこの煙に含まれる有害物質の影響が周囲の人々にも直接的に
及びます。また、たばこを吸っていない時も、たばこの煙が付着した壁・家具・衣服などから、周囲の人の健康へ
間接的に悪影響を及ぼします。

　自力での禁煙は、禁煙後の離脱症状のため継続困難になりやすいのですが、禁煙補助薬を使用すると離脱症状が緩
和され、比較的楽に禁煙できるといわれています。
　現在使用できる禁煙補助薬は、薬局・薬店で市販されているニコチンガム・ニコチンパッチと医療機関の禁煙外来で
処方されるニコチンパッチがあります。
　禁煙外来で処方されるニコチンパッチには市販より大きいサイズのものがあり、喫煙本数が多い人の禁煙には有効です。

　長年たばこを吸っていても禁煙するのに遅過ぎることはありません。
　自分自身や、受動喫煙による家族や周囲の人への健康被害を防ぎ健康を守るため、
喫煙習慣を見直してみてはいかがでしょうか。

健康健康をを守る守る
たばこたばこからから

　　　　禁　煙

ニコチン

ニコチン
不足

離脱症状
イライラ

快感
リラックス

喫煙 ドーパミン

喫煙は新型コロナウイルス感染時の重症化リスクの要因でもあります

が ん その他の疾患
鼻腔・副鼻腔がん 脳卒中 ニコチン依存症
口腔・咽頭がん 歯周病
食道がん 慢性閉塞性肺疾患（COPD）
肺がん 呼吸機能低下
肝臓がん 結核（死亡）
胃がん
膵臓がん 妊娠・出産
膀胱がん 早産
子宮頸がん 低出生体重・胎児発育遅延

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

人 権 相 談

庄原 12月５日㈫・19日㈫
13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 広島法務局三次支局
☎0824-62-5070

西城 12月14日㈭13時30分～15時30分 西城支所
東城 12月７日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター
口和 12月６日㈬13時30分～15時30分 口和自治振興センター
高野 12月12日㈫13時～15時 高野支所
比和 12月５日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター
総領 12月13日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

庄原 12月21日㈭13時～15時 庄原市ふれあいセンター

行政相談委員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

西城 12月21日㈭13時30分～15時30分 西城支所 西城支所市民生活係
☎0824-82-2124

東城 12月21日㈭13時30分～15時30分 東城支所 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

口和 11月24日㈮９時30分～11時30分 口和保健福祉センター 口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 12月12日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 12月５日㈫13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 12月13日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
庄原 11月24日㈮13時～16時 庄原市ふれあいセンター 広島弁護士会による

無料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　総領 12月８日㈮13時～16時 総領保健福祉センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～16時

児童福祉課あんしん支援
係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」
12月５日㈫13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・情報交換
参加費100円

高齢者福祉課地域包括支援
センター係
☎ 0824-73-1165

西城 「コスモスカフェ」
12月７日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城 「おれんじカフェ・ええ塩
あんばい

梅」
11月28日㈫13時30分～14時30分 東城支所 東城支所保健福祉係

☎08477-2-5131

比和 「あしたのカフェ」
11月21日㈫13時30分～15時 比和温泉施設あけぼの荘 比和支所市民生活係

☎0824-85-3001

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原 12月11日㈪13時30分～15時30分 庄原市ふれあいセンター 身体障害者相談員
社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210東城 12月５日㈫10時～12時 東城支所 身体・知的障害者

相談員比和 12月５日㈫９時30分～12時 比和ふれあいセンター

療 育 手 帳
巡 回 判 定 会 庄原 12月７日㈭10時～16時 市役所本庁舎１階相談室 １カ月前までに要予約

社会福祉法人
広島県福祉事業団
☎082-400-9010

身 体 障 害 者
補装具判定会 聴覚 12月19日㈫13時～13時45分 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ １週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

心の健康相談 12月19日㈫13時～14時30分 広島県北部保健所
三次市十日市東４-６-１

精神科医師による無料
相談。事前予約が必要。

広島県北部保健所保健課
☎0824-63-5185

悩みごと、心配ごと、
困りごとなど、
お気軽にご相談をあなたの相談をお受けします
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　11月26日（日）、帝釈峡スコラ高原を拠点会場に名勝・国定公園記念事業のメインイベ
ント「帝釈峡マラニック大会」が開催されます。
　当日は、県内外から多くのランナーが参加します。
　沿道にお住いの人をはじめ、多くの皆さんからの温かい声援をよろしくお願いします！
　当日、交通規制はありませんが、車などで通行する場合はご注意ください。
　ご協力をお願いします。

帝釈峡マラニック大会実行委員会
【事務局】いちばんづくり課いちばんづくり係

☎0824-73-1278（直通）　メールichiban@city.shobara.lg.jp

「帝釈峡マラニック大会帝釈峡マラニック大会」開催迫る開催迫る！！

エイドステーション 予想通過時間
スタート 7：00

Ａ１（弥生食堂前） 7：20 ～ 7：40
給水（雄橋） 7：30 ～ 7：55
Ａ２（宇山集会所） 8：00 ～ 9：00
Ａ３（戸宇集会所） 8：30 ～ 9：30
Ａ４（東城まちなか交流施設えびす） 9：00 ～ 10：30
トイレ（遊YOUさろん東城） 9：10 ～ 10：50
給水（久代元JA倉庫） 9：20 ～ 11：00
Ａ５（新坂自治振興センター） 9：40 ～ 11：40
給水（帝釈川ダム堰

え ん

堤
て い

） 10：00 ～ 12：20
Ａ６（トレイルセンター） 10：40 ～ 13：10
Ａ７（ながの村） 11：10 ～ 14：00
Ａ８（トラスト神石） 11：40 ～ 15：00
給水（旧古川小学校跡） 12：00 ～ 15：30
Ａ９（龍雲寺） 12：20 ～ 16：00
ゴール 13：00 ～ 17：00

お問い
合わせ

「帝釈峡マラニック大会」公式ＨＰ
https://taishakukyo-maranic.com/

庄原市ＨＰ
https://www.city.shobara.hiroshima.jp/
main/sightseeing/info/cat01/post_1596.html

コースマップ

母子保健事業母子保健事業 ●保健医療課母子保健係　☎0824-73-1214

事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付

12月４日㈪・18日㈪９時～17時 保健医療課母子保健係 ▪出産予定日と受診した
　病院名が分かるもの
▪本人確認書類
　（運転免許証など）
▪通帳・印鑑

事前予約が必要

12月９日㈯10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 事前予約が必要（先着２組）

11月27日㈪・12月11日㈪
９時～12時 東城支所 事前予約が必要

育 児 相 談 12月12日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（こども未来広場内） 母子健康手帳

事前予約が必要。支所で
の相談を希望する場合は
お問い合わせください。

事業名 とき ところ 内容 備考

出 張 相 談 12月９日㈯
10時～12時

庄原ひだまり広場
（こども未来広場内）

妊娠・出産・子育てに関する情報提供や相
談

12月８日㈮17時までに
事前申し込みが必要。

ほ の ぼ の 子 育 て
勉 強 会

12月３日㈰
13時～14時30分 「子どもへの上手な伝え方・ほめ方」 11月27日㈪17時までに

事前申し込みが必要。
子 育 て 講 座 12月15日㈮

10時～12時 「救急法について」 12月14日㈭17時までに
事前申し込みが必要。

子育て世代包括支援センター事業子育て世代包括支援センター事業 ●子育て世代包括支援センター　☎0824-73-1214

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会　

登
録
要
否
相
談
会

　

10
月
１
日
か
ら
、
消
費
税
の
仕

入
税
額
控
除
の
方
式
と
し
て
イ
ン

ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
税
務
署
で

説
明
会
・
相
談
会
（
無
料
）
を
開

催
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
個
人
事
業
者
お
よ
び

法
人
で
す
。

①
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
説
明
会

　

消
費
税
の
基
本
的
な
仕
組
み
や

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
概
要
な
ど
に

つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

と
き

11
月
22
日
㈬
、
12
月
13
日
㈬

10
時
～
11
時

②
登
録
要
否
相
談
会　

　

個
別
に
事
業
実
態
を
伺
い
な
が

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
実
態
に
応
じ
て

登
録
の
考
え
方
な
ど
を
案
内
し
ま

す
。

と
き

11
月
22
日
㈬
、
12
月
13
日
㈬

11
時
～
12
時

そ
の
他　

と
こ
ろ

庄
原
税
務
署

事
前
予
約
・
問
い
合
わ
せ

庄
原
税
務
署

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
４
６
４

相　
　

談

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番　

無
料
相
談
会

　

広
島
司
法
書
士
会
は
、毎
年「
勤

労
感
謝
の
日
」
に
合
わ
せ
て
、
無

料
相
談
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

賃
金
未
払
い
や
サ
ー
ビ
ス
残

業
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
に
よ
る
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
労
働
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
た
人
の

相
談
に
応
え
ま
す
。　

と
き　
11
月
23
日
（
木
・
祝
）

10
時
～
16
時

電
話
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
８
２
‐
５
１
１
‐
７
１
９
６

面
談
相
談

　

広
島
司
法
書
士
会
館
（
広
島
市

中
区
上
八
丁
堀
６
‐
69
）
で
実
施

し
ま
す
。事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ

広
島
司
法
書
士
会

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
５
３
４
５

令
和
５
年
度
庄
原
市
支
え
合

い
の
ま
ち
づ
く
り
研
修
会

　
「
手
作
り
の
地
域
活
動
」「
支
え

合
い
の
し
く
み
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
、
地
域
と
と
も
に
高
齢
者
の

居
場
所
や
い
き
が
い
づ
く
り
に
尽

力
し
て
い
る
、
松ま

つ
お
か岡
武た

け
し司
さ
ん
の

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
地
域
の
支
え
合
い

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き　
12
月
９
日
㈯

13
時
30
分
～
15
時
30
分

（
開
場　

13
時
か
ら
）

と
こ
ろ

桜
花
の
郷
ラ
・
フ
ォ
ー
レ
庄
原

講
師

松
岡　

武
司

（
社
会
福
祉
法
人
倉
敷
市
社
会
福

祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
主
幹
）

内
容

講
演
「
支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り

に
向
け
て
～
△
は
〇
に
な
る
～
」

定
員

先
着
90
人（
参
加
申
し
込
み
不
要
）

問
い
合
わ
せ

高
齢
者
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
６
５

庄
原
市
中
学
校　
　
　
　
　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　

中
学
校
ご
と
に
課
題
曲
「
翼
を

く
だ
さ
い
」
と
自
由
曲
を
合
唱
し

ま
す
。
中
学
生
の
美
し
い
ハ
ー
モ

ニ
ー
を
お
聴
き
く
だ
さ
い
。

と
き　
11
月
14
日
㈫　
　
　
　
　

13
時
15
分
～
16
時

（
開
場　

12
時
30
分
）

と
こ
ろ　
庄
原
市
民
会
館

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

▼
13
時
30
分
～
14
時
10
分

　

①
高
野
中
学
校

　

②
総
領
中
学
校

　

③
比
和
中
学
校

▼
14
時
25
分
～
15
時
10
分

　

④
西
城
中
学
校

　

⑤
東
城
中
学
校

　

⑥
口
和
中
学
校

　

⑦
庄
原
中
学
校

▼
15
時
15
分
～
15
時
30
分

　

地
元
コ
ー
ラ
ス
団
体
「
庄
原
女

　

声
ヴ
ィ
オ
レ
ッ
テ
」

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

人
権
講
演
会

　

12
月
４
日
～
10
日
の
人
権
週
間

に
合
わ
せ
て
、
料
理
研
究
家
の
コ

ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ
ん
の
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

講
演
に
先
立
ち
、
18
時
30
分
か

ら
は
「
人
権
作
品
表
彰
式
」
を
行

う
ほ
か
、
会
場
ロ
ビ
ー
で
人
権
作

品
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
メ
イ
ン
会
場
の
様
子
を

視
聴
で
き
る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場

を
設
け
て
い
ま
す
。

と
き

12
月
７
日
㈭　

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ

▪
メ
イ
ン
会
場　

庄
原
市
民
会
館

▪
オ
ン
ラ
イ
ン
会
場

　

ウ
イ
ル
西
城

　

東
城
支
所

　

口
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

　

高
野
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

比
和
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

　

総
領
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

※
メ
イ
ン
会
場
に
限
り
、
手
話
通

訳
、
要
約
筆
記
、
託
児
あ
り
。

※
託
児
を
希
望
す
る
人
は
、
11
月

30
日
㈭
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

講
師　
コ
ウ　

ケ
ン
テ
ツ
さ
ん

演
題　
「
食
を
通
し
て
人
が
、
世

界
が
つ
な
が
る
」

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４
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おお知らせ知らせInformatioInformationn

※繁忙期など無料とならない日もあります。詳しくはホームページ（https://www.shobara-furari.jp/）をご覧ください。

ホームページ インスタグラム

国営備北丘陵公園北入口エリア

と き

内 容

10：00～15：00

11/23 木・祝

（１）音楽やけん玉のパフォーマンスステージ

（２）小物や雑貨づくりのワークショップ

（３）食べ物、ドリンク販売

（４）雑貨販売

（５）薪割り体験　など

わんぱく

晩秋の 11月、元気いっぱいに楽しむマルシェを開催します！
おいしい食べ物やドリンク、手作り雑貨のお店はもちろん、
子どもだけでなくみんなで楽しめるワークショップを多数開催します。
本年最後の庄原里山マルシェへどうぞお越しください。

● 問い合わせ／備北丘陵公園北エリア等活性化協議会（事務局:商工観光課観光振興係 ☎0824-73-1179）

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募　
　

集

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ

　

市
内
の
各
小
中
学
校
か
ら
応
募

の
あ
っ
た
「
環
境
と
健
康
の
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
」
の
表
彰
式
、
省
エ

ネ
商
品
の
展
示
紹
介
、
保
健
師
と

管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
、
環
境
と
健
康
を
テ
ー
マ

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま

す
。

　

ま
た
、
粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ

れ
た
家
具
な
ど
の
展
示
即
売
会
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
掘
り
出
し

物
を
探
し
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
、３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー

ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）

の
取
り
組
み
や
地
球
温
暖
化
な
ど

の
環
境
問
題
に
つ
い
て
、
楽
し
く

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
12
月
２
日
㈯

９
時
30
分
～
12
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
環
境
政
策
係

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
３
９
８

広
島
県
退
職
校
長
会
庄
原
支

部　
第
20
回
作
品
展

　

会
員
が
、
自
己
研
鑽
と
生
き
が

い
づ
く
り
と
し
て
取
り
組
ん
だ
、

さ
ま
ざ
ま
な
創
作
活
動
の
成
果
を

展
示
し
ま
す
。

と
き　
11
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習
会

　

市
は
、
高
齢
者
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
活
用
に
対
す
る
不
安
を
解
消
す

る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

㈱
Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
か
ら
講
師
を

招
き
、
ス
マ
ホ
の
活
用
方
法
を
学

び
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ

▼
11
月
24
日
㈮

　

八
幡
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

▼
11
月
27
日
㈪

　

山
内
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー

内
容

　

次
の
①
～
③
の
希
望
の
講
座
に

参
加
で
き
ま
す
。
３
講
座
す
べ
て

に
参
加
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請

　

方
法
な
ど
（
11
時
～
12
時
）

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法

　
（
13
時
～
14
時
）

③
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方

　
（
14
時
15
分
～
15
時
15
分
）

定
員　
各
講
座
10
人
（
先
着
順
）

持
参
品

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
当
日
貸
し
出

し
あ
り
）

申
し
込
み

　

開
催
日
の
４
日
前
ま
で
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
８

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

内
容

書
、
絵
画
、
工
芸
、
手
芸
、
写
真
、

華
道
、
文
芸
な
ど
の
作
品

問
い
合
わ
せ

広
島
県
退
職
校
長
会
庄
原
支
部

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
２
６
６

第
27
回
広
島
県
雪
合
戦
大
会

参
加
チ
ー
ム
募
集

と
き　
２
月
４
日
㈰

と
こ
ろ　
高
野
ス
ポ
ー
ツ
広
場

募
集
チ
ー
ム
数

▼
一
般
の
部　

Ｆ
リ
ー
グ

　

18
チ
ー
ム

▼
一
般
の
部　

Ｐ
リ
ー
グ

　

６
チ
ー
ム

　
（
優
勝
チ
ー
ム
は
全
国
大
会
へ

　

出
場
）

▼
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部　

　

６
チ
ー
ム

　
（
選
手
は
女
性
の
み
・
優
勝
チ
ー

　

ム
は
全
国
大
会
へ
出
場
）

▼
ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　

６
チ
ー
ム

募
集
期
間　

11
月
13
日
㈪
～
12
月
13
日
㈬

参
加
費
（
１
チ
ー
ム
当
た
り
）

▼
一
般
・
レ
デ
ィ
ー
ス
の
部

　

１
万
８
千
円

▼
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

１
万
円

そ　

の　

他▲図柄入りナンバープレート

奨学金制度説明会

問い合わせ　教育総務課総務係　☎0824-73-1182　　　　　
　　または各支所教育室

地域 とき ところ

庄原 12月８日㈮19時～ 市役所本庁舎
３階防災対策室

西城 12月７日㈭19時～ 西城支所２階会議室
東城 12月７日㈭19時～ 東城支所２階庁議室

口和 12月７日㈭19時～ 口和支所
１階オープンスペース

高野 12月６日㈬19時～ 高野支所２階会議室
比和 12月１日㈮19時～ 比和支所１階会議室
総領 12月７日㈭19時～ 総領支所２階第１会議室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

広
島
県
雪
合
戦
大
会
実
行
委
員
会

事
務
局

（
高
野
支
所
地
域
振
興
室
内
）

☎
０
８
２
４
‐
86
‐
２
１
１
３

地
方
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト　
交
付
開
始

　

自
動
車
の
広
島
ナ
ン
バ
ー
地
域

で
、
地
方
版
図
柄
入
り
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
の
交
付
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。

　

申
し
込
み
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w

w
/city.shobara.

hiroshim
a.jp/m

ain/
life/tax/post_1498.
htm

l

問
い
合
わ
せ

税
務
課
資
産
税
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
４
４

国
土
交
通
省
尾
道
松
江
自
動

車
道
出
張
所
移
転

　

松
江
自
動
車
道
・
尾
道
自
動
車

道
の
維
持
管
理
を
担
当
し
て
い

る
、
国
土
交
通
省
尾
道
松
江
自
動

車
道
出
張
所
が
次
の
場
所
へ
移
転

し
ま
す
。

　

な
お
、
移
転
に
伴
っ
た
業
務
内

容
の
変
更
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

移
転
日　

12
月
１
日
㈮

旧
住
所　

口
和
支
所
２
階

口
和
町
向
泉
９
４
２

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
、ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
事
案
は
、

依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

広
島
法
務
局
と
広
島
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
は
、
こ
れ
ら
の
女

性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
の
解
決
を
図
る
た
め
、
相
談
活

動
を
強
化
す
る
取
り
組
み
を
実
施

し
ま
す
。

　

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
の
取
り
組

み
と
し
て
、
常
時
開
設
し
て
い
る

専
用
相
談
電
話
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
電
話
回
線
を

増
設
す
る
と
と
も
に
、
電
話
相
談

時
間
を
延
長
し
て
、
女
性
の
人
権

問
題
に
対
応
し
ま
す
。

と
き

11
月
15
日
㈬
～
21
日
㈫

相
談
受
付
時
間

８
時
30
分
～
19
時

※
土
・
日
・
祝
日
は
10
時
～
17
時

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

新
住
所　

中
国
整
備
局

三
次
河
川
国
道
事
務
所

三
次
出
張
所

三
次
市
十
日
市
東
５
‐
18
‐
１

連
絡
先

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
４
６
８
６

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
63
‐
５
２
８
１

問
い
合
わ
せ

国
土
交
通
省
中
国
地
方
整
備
局

三
次
河
川
国
道
事
務
所
総
務
課　

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
４
１
２
１

第
75
回
人
権
週
間

　

12
月
４
日
～
10
日
は
、「
人
権

週
間
」
で
す
。

　

昭
和
24
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

人
権
週
間
は
、
世
界
人
権
宣
言
の

意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
、
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
と
高
揚
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

今
な
お
、
子
ど
も
の
人
権
問
題

（
い
じ
め
・
虐
待
）、
外
国
人
や
障

害
の
あ
る
人
、
ハ
ン
セ
ン
病
元
患

者
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
お
け
る
誹
謗
中

傷
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題

が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」
社

会
の
実
現
を
掲
げ
る
国
連
の
持
続

可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

の
達
成
に
向
け
、
一
人
一
人
が
人

権
尊
重
の
重
要
性
を
正
し
く
認
識

し
、
他
人
の
人
権
に
も
十
分
配
慮

し
た
行
動
が
と
れ
る
よ
う
、ま
た
、

企
業
が
人
権
に
配
慮
し
た
責
任
あ

る
活
動
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
人
権
啓
発
活
動
に
一
層
強
力

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要

で
す
。

　
「
人
権
週
間
」
を
機
に
、
一
人

一
人
が
主
体
的
に
豊
か
な
人
権
意

識
を
育
て
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

　市教育委員会は、学習に意欲がありながら経済的な理由な
どにより修学が困難な生徒や学生に対して、奨学金貸付制度
を設けて支援を行っています。この制度の説明会を次のとお
り開催しますので、令和６年度での利用を検討している人は
ご参加ください。（どの会場でも参加できます。事前予約が必
要です。各会場の開催日前日までにお申し込みください）
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全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

※
学
年
は
大
会
開
催
当
時
で
紹
介

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！

世
界
マ
ス
タ
ー
ズ
水
泳
選
手

権
２
０
２
３　
九
州
大
会

（
８
月
11
日
／
鹿
児
島
県
鹿
児
島

市
）

フ
リ
ー
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン

第
６
位

H
IR

O
S

H
IM

A
 A

S
M

C

横
山　

桂
子（
戸
郷
町
）

第
41
回
広
島
県
ラ
グ
ビ
ー

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
親
善
交
歓
会

（
９
月
23
日
／
三
原
市
）

低
学
年　
優
勝

県
北
ラ
グ
ビ
ー
ア
カ
デ
ミ
ー

う
り
ぼ
う

令
和
５
年
度
秋
季
広
島
県
高

等
学
校
野
球
大
会　

兼　
　

第
１
４
１
回
秋
季
中
国
地
区

高
等
学
校
野
球
大
会
広
島
県

予
選
会

（
９
月
16
日
～
10
月
７
日
）

ベ
ス
ト
８

庄
原
実
業
高
等
学
校

県
大
会

世
界
大
会

そ
の
他

料
金　
千
円
か
ら
／
作
品

定
員　
30
組
／
日

切
り
干
し
大
根
の
　
　
　
　

切
り
干
し
大
根
の
　
　
　
　

漬
け
物
づ
く
り
体
験

漬
け
物
づ
く
り
体
験

　

高
野
町
和
南
原
加
工
グ
ル
ー
プ

の
協
力
の
下
、
高
野
町
特
産
の
切

り
干
し
大
根
を
使
っ
た
漬
け
物
を

作
る
体
験
で
す
。
漬
け
物
は
持
ち

帰
る
こ
と
が
で
き
、
４
～
５
日
後

に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

と
き　
12
月
２
日
㈯

①
13
時
30
分
か
ら　

②
14
時
30
分

か
ら　

③
15
時
30
分
か
ら

（
約
30
分
／
回
）

※
受
け
付
け
は
13
時
か
ら

と
こ
ろ　
ひ
ば
の
里　

厨
房

料
金　
５
０
０
円
／
組

定
員　
５
組
／
回

※
記
載
の
内
容
は
、
10
月
現
在
の

も
の
で
す
。
天
候
な
ど
に
よ
り
、

変
更
ま
た
は
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
事
前
に
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

草
木
染
め
教
室

草
木
染
め
教
室

　

地
元
染
色
家
の
指
導
の
下
、
植

物
を
使
っ
た
染
め
物
体
験
が
楽
し

め
ま
す
。

と
き　

11
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰
、

12
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

13
時
～
20
時
30
分

（
最
終
受
け
付
け　

19
時
30
分
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

や
き
も
の
工
房

料
金　
５
０
０
円
か
ら
／
作
品

定
員　
30
組
／
日

和
紙
の
灯
り
づ
く
り
教
室

和
紙
の
灯
り
づ
く
り
教
室

　

ア
ケ
ビ
の
つ
る
で
枠
を
作
り
、

内
側
か
ら
和
紙
を
貼
り
付
け
て
、

和
風
の
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
を
作
る

体
験
で
す
。

と
き　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）・

25
日
㈯
・
26
日
㈰

13
時
～
20
時
30
分

（
最
終
受
け
付
け　

19
時
30
分
）

と
こ
ろ

ひ
ば
の
里　

や
き
も
の
工
房

国営備北国営備北
丘陵公園丘陵公園
だよりだより

備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（https://www.bihokupark.jp/）

備北イルミ備北イルミ
ウインターイルミネーション2023-2024ウインターイルミネーション2023-2024

１月８日（月・祝）まで開催！

☎ 0120-66-1035☎ 0120-66-1035美幸-ビコウ-
出張! 高額買取・何でも不用品回収

〒729-6205 広島県三次市塩町2123-5

担当 末宗 良規担当 末宗 良規

＼私がお伺いします／
＼私がお伺いします／

スエムネグループ創業62周年の安心と信頼。販売店だからできる高額買取!!スエムネグループ創業62周年の安心と信頼。販売店だからできる高額買取!!

お金になるか
確認だけでも
してもらいたい。

お金になるか
確認だけでも
してもらいたい。

金や宝石を
どこよりも高く
買取ってもらいたい。

金や宝石を
どこよりも高く
買取ってもらいたい。

物と心をすっきり身軽に、思い出整理をお手伝い物と心をすっきり身軽に、思い出整理をお手伝い

生前整理アドバイザー生前整理アドバイザー
当事務所は当事務所は

の有資格者がいます。の有資格者がいます。

広告広告広告

※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

第
73
回〝
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
〟
庄
原
市
推
進
委
員
会

委
員
長
賞

作
文

▼
小
学
生
の
部

光
久　

夏
帆
（
板
橋
小
６
年
）

横
川　

恵
菜
（
高
野
小
６
年
）

▼
中
学
生
の
部

重
原　
　

朔
（
西
城
中
３
年
）

山
脇　

笑
愛
（
西
城
中
２
年
）

標
語

近
藤　

優
明
（
西
城
中
１
年
）

加
藤
那
奈
子
（
比
和
中
３
年
）

【点灯時間】11・12月：17時30分～21時
　　　　　1月：17時45分～21時
　　　　　※毎週土曜日は22時まで点灯
　　　　　※入園は点灯終了の1時間前まで

市税・保険料の納期限のお知らせ

納期限納期限
11月30日㈭11月30日㈭

■国民健康保険税（普徴）５期
■介護保険料（普徴）６期
■後期高齢者医療保険料（普徴）５期

　「口座振替」にしている人は、納期限の前日までに残
高確認をお願いします。

収納課収納係☎ 0824-73-1511

令和５年度　自衛官など採用案内
～平和を、仕事にする。陸海空自衛官募集～

募集項目 応募資格 受付期間 試験日程

自衛官候補生

男子 18歳以上33歳未満の者
※32歳の者は、採用予定月の１日から
　起算して３カ月に達する日の翌月
　の末日現在、33歳に達していない者

年間を通じ
て受け付け 受付時にお知らせします

女子

高等工科学校生徒 一般 中卒（見込み含む）17歳未満の男子 １月５日㈮
まで

１次：１月13日㈯
２次：１月25日㈭

※詳しくは自衛隊広島地方協力本部ホームページをご覧になるか、三次地域事務所にお問い合わせください。

問い合わせ　自衛隊広島地方協力本部三次地域事務所　☎ 0824-62-0350

★ 「ウインターイルミネーション2023-2024 備北イルミ」期間中　開園時間カレンダー ★

【開園時間】　〇：９時30分～21時　★：９時30分～22時　▲：14時～21時
　　　　　　休：休園　

11
月

５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
〇 休 〇 〇 〇 〇 ★ 〇 休 〇 〇 〇 〇 ★ 〇 休 〇 〇 〇 〇 ★ 〇 休 〇 〇 〇

12
月

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
▲ ★ 〇 休 ▲ ▲ ▲ ▲ ★ 〇 休 ▲ ▲ ▲ ▲ ★ 〇 休 ▲ ▲ ▲ ▲ ★ 〇 ▲ 〇 〇 〇 〇 ★ 休

１
月

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
月 火 水 木 金 土 日 月
休 〇 〇 〇 〇 ★ 〇 〇
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※
掲
載
の
内
容
は
、
天
候
な
ど
の
影
響
に
よ
り
中
止
・
延
期
・
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

食育コーナー　  

問教育指導課 ☎ 0824-73-1184

休日診療のご案内

●東城地域

11月・12月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶芸備線100 周年を記念し、第22 回庄原駅前フェス
タ（14 ページ）が盛大に開催されました。当日は徳
永ゆうきさんが１日駅長を務め、列車のお出迎えや
ステージが行われると、会場は大盛り上がりでした。
徳永さんのステージ最高でした。
▶「口和モーモー祭」（16 ページ）は、久々の開催と
いうこともあり大変なにぎわいでした。飲食の出店
も多く、特に焼肉コーナーから絶えずいい匂いがし
てきたので、私も我慢できずにいただきました！

人の動き （庄原市の人口） 

令和５年９月末現在

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　３２，１５２人（前年比－６７９人）　
男　　１５，３７９人（前年比－３１３人）　
女　　１６，７７３人（前年比－３６６人）
世帯数　１５，０１０世帯（前年比－１２０世帯）
[ うち外国人 ]　人口　５０３人（前年比４４人）
[ 各地域の内訳 ]
○庄原地域　１６，９０８人（７，９０９世帯）
○西城地域　　２，９６２人（１，３２３世帯）
○東城地域　　６，７４９人（３，２８６世帯）
○口和地域　　１，７４６人　　（７５０世帯）
○高野地域　　１，５０２人　　（６４０世帯）
○比和地域　　１，１５１人　　（５４０世帯）
○総領地域　　１，１３４人　　（５６２世帯）

￥ 市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●収納課　　　　　☎０８２４‐７３‐１５１１
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●広島県水道広域連合企業団庄原事務所業務係
　　　　　　　　　☎０８２４‐７３‐１１９７

11月26日（日）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
12月３日（日）こぶしの里クリニック ☎08477-2-5255

10日（日）東城病院 ☎08477-2-2150
17日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

　市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる
市民ギャラリーです。
▶わら細工・高齢者手作り作品展
とき　12月８日㈮～10日㈰　10時～15時
問庄原市文化協会事務局　☎ 080-6310-0125（桑原）
※展示を希望する団体(または個人)はお申し込みくださ
い。使用料は要りません。

11 月・12 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
〇草木染め教室
　とき　11月27日㈪　「紫根」
　　　　①９時～12時 　②13時～16時
▶展示・販売＆イベント
〇シルバー人材センター（てしごとの会）
　とき　11月18日㈯・19日㈰　９時～15時
〇ゆめさくら歳末感謝祭
　とき　12月23日㈯～25日㈪

☎ 0824-75-4411

♬ ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1189

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座
と　き　12 月９日 （土）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

※会場では「くららおばさんの紙芝居」が開催されます。
　（開演　10時から・11時30分から）
詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

12 月

　献血を次のとおり実施します。
　400ml 献血限定ですので、皆さんのご協力をお願
いします。

実施日 会　場 受付時間
12月15日㈮ 長岡鉄工建設 11時30分～15時30分

献血のご案内　  

問保健医療課 ☎ 0824-73-1155

小中学校で取り組む食育
　食育は生きる上での基本であり、知育、徳育および体育の
基礎となります。さまざまな体験を通じて「食」に関する知
識と、「食」を選択する力を習得し、健全な生活を実践する
ことができるよう食育の推進をしています。

　今回は、「広島県食育推進功労者表彰」を受けた庄原市立
永末小学校について紹介します。
　この表彰は、広島県健康福祉局が実施しており、食育の推
進に関する活動の一層の促進を図るため、食育の推進に特に
功労のあった人を表彰するものです。その功績をたたえると
ともに、今後一層の食育推進活動に対する活躍を期待するも
ので、県民福祉の向上につなげることを目的としています。
　本年度、学校等教育分野において、永末小学校が表彰を受
けました。
　永末小学校では、６年生児童が、総合的な学習の時間に、
庄原の「食」の観点から自分たちにできることを考え、解決
する学習に取り組んでいます。

　具体的には、地元の農事組合法人「夢ファーム永末」の指
導を受けながら、野菜作りの計画を立て、栽培を行っていま
す。さらに、家庭科の学習と関連付け、栽培した野菜を使っ
た料理について調べ学習を行い、献立づくりを行っています。
　また、収穫した野菜を活用して、弁当を作り、それを基に

「食育カレンダー」にまとめ、地域の人などへ配付しています。
　食について学んだことを踏まえ、カレンダー作成などを通
して表現することにより、児童は地産地消に関心を持ち、自
分たちの食生活を見つめ直し、生活に生かすことができるよ
うになってきました。
※食育カレンダーは永末小ホームページでも見ることができ
ます。

とき　　11 月 27 日㈪　12 時 15 分～ 12 時 55 分
ところ　市役所本庁舎　1 階市民ホール
出演者　
箏
こ と

演奏「絃…遊び（いとあそび）」
小田貴美子（おだ　　きみこ）
尾崎まゆみ（おざき　まゆみ）
折田美智代（おりた　みちよ）
中村　幹枝（なかむらみきえ）
演奏曲目　
つち人形、カノン、いつも何度でも（アニメ「千と
千尋の神隠し」より）　ほか
▶箏演奏「絃…遊び」
　庄原市、三次市、東広島市で活動している邦楽奏
者４人が集まり、平成 27 年から邦楽コンサートの

「絃…遊び」を開催している。
　「絃…遊び」というタイトルは、絃が３本の三味
線、13 本の箏、17 本の 17 絃箏、25 本の 25 絃箏と、
多様な絃が奏でる邦楽器の演奏を観客に楽しんでも
らいたい、演奏者も共に楽しみたい、という思いで
名付けられた。
　これまで、庄原市、三次市、東広島市で開催した
ほか、奥

お く だ

田元
げ ん そ う

宋・小
さ ゆ め

由女美術館ロビーコンサートを
はじめさまざまなイベントでも活躍している。
　古典から現代曲、クラシック、ポップスまで幅広
いジャンルの楽曲を演奏しており、YouTube「内山
琴製作所チャンネル」でも箏四重奏の演奏に出演し
ている。

木砲のお話
　「木

も く ほ う

砲」とは、文字通り木製の大砲です。
　平成 11 年（1999 年）４月、西城町西城の築 150 年ほど
の屋敷の床下から「半円筒形」の松の木材が８本発見されま
した。
　解体工事中に発見されたこの木材は、長さ 1.7m、直径約
40cm の丸太を半分に割ったもので、建物の土台として使わ
れていましたが、裏返してみると中心部が直径 12cm ほど円
筒状にくりぬかれており、その周辺にも溝が彫られるなど、
土台としては不必要な加工が施されていることが分かりまし
た。
　木材の正体を探るため専門家に問い合わせたところ「くり
ぬかれた半円筒形の溝の根元に外に向けて小さな穴（火縄通
穴）がある」「外側に竹の箍

た が

の跡がある」という特徴から、
江戸時代から明治にかけて作られた「木砲」とみて間違いな
いとの回答がありました。
　当時の西城町教育委員会は、木砲がなぜ西城町に存在する
のか調査を始め、町内外の史料を探したところ、双

ふ た み

三郡作
さ く ぎ

木
村（現三次市作木町）の「作木村誌」に木砲に係る記述があ
ることが分かりました。
　そこには、慶応２年（1866 年）６月、第２次長州征伐の
とき、作木村など国

くにざかい

境や川筋の村々では、郡役所より「百姓
老若男女に至るまで、呼び出しがあれば、竹・槍・鎌・くわ
などを揃えて敵兵を討ち取るべし」と通達が出され、併せて

「木
こ び き

挽」「大工」「桶屋」などが集められて、国境の護衛の目
的で木砲の製造が行われたと記録されています。
　発見された木砲とこれらの史実との関連については、その
後の調査でも解明できませんでしたが、同時期に同様の目的
で製造されたと推測され、幕末から明治維新にかけての、こ
の国の激動の歴史の中に存在した貴重な遺物であることに間
違いはないようで
す。
　現在、この木砲
は西城収蔵学習室
に展示してありま
すので、ぜひご来
場ください。

食育カレンダー 弁当作りの一例

　さまざまな食育の取り組みを、市内各学校で行っています。
　ぜひ、家庭でも「食」について興味・関心が持てるような
声掛けをしたり、一緒に調理したりするなど、食育への取り
組みに協力をお願いします。

田園文化センター ☎ 0824-72-1159

（歴史民俗資料館・倉田百三文学館）

開館：10 時～17 時、 休館：月曜 （祝日開館・翌日休館）・年末年始
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庄原
11月12 日令和５年

開場  9：00 キックオフ 13：30 （前・後半30分）
※入場には、入場整理券が必要です。
　詳しくは、市ホームページをご覧ください。

庄原市上野総合公園
問い合わせ 庄原市いちばんづくり課　☎0824-73-1278

雨天決行

日
当日、先着
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12時45分までに
入場された人には、抽選で

などが当たります。
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９
月
28
日
、
広
島
県
代
表
と
し
て

全
国
大
会
な
ど
へ
出
場
す
る
選
手
の

壮
行
式
が
市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
、

出
場
者
を
は
じ
め
関
係
者
や
家
族
の

皆
さ
ん
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

壮
行
式
で
は
、
大お

お
は
ら原
直ま

さ
き樹
副
市
長

と
林

は
や
し

高た
か
ま
さ正
市
議
会
議
長
が
激
励
の
挨

拶
を
行
い
、
牧ま

き
は
ら原
明あ

き
と人
教
育
長
か
ら
、

出
場
者
に
祝
金
と
花
束
が
贈
呈
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
出
場
者
を
代
表
し
て
、
杠

ゆ
ず
り

航こ
う
た
ろ
う

太
朗
さ
ん
が
力
強
い
決
意
表
明
を

述
べ
、大
会
で
の
活
躍
を
誓
い
ま
し
た
。

■
出
場
者
（
敬
称
略
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

カ
ッ
プ
２
０
２
３
年
全
日
本
卓
球

選
手
権
大
会
（
カ
デ
ッ
ト
の
部
）

（
11
月
３
日
～
５
日
／
徳
島
県
鳴
門

市
）

女
子
ダ
ブ
ル
ス
・
14
歳
以
下
女
子
シ

ン
グ
ル
ス

上
野　

優
奈
（
呉
青
山
中
２
年
）

全
国
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
大
会

（
11
月
３
日
～
５
日
／
福
井
県
福
井

市
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
70
歳
以
上
の
部
・

混
合
ダ
ブ
ル
ス
１
４
０
歳
以
上
の
部

岩
本　

里
美

全
国
健
康
福
祉
祭
え
ひ
め
大
会

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
愛
顔
の
え
ひ

め
２
０
２
３

（
10
月
28
日
～
30
日
／
愛
媛
県
宇
和

島
市
）

卓
球
（
団
体
戦
・
チ
ー
ム
対
抗
）

岩
本　

里
美

（
10
月
28
日
～
30
日
／
愛
媛
県
松
山

市
）

剣
道
（
団
体
）

高
木　
　

保
・
田
淵　

秀
彦

女
子
平
泳
ぎ
（
25
ｍ
・
50
ｍ
）

横
山　

桂
子

全
国
社
会
人
９
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
西
ブ
ロ
ッ
ク
男
女
優
勝
大
会

（
10
月
27
日
～
30
日
／
高
知
県
高
知

市
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
９
人
制

熊
本　

聖
也
・
德
長
憲
太
郎

全
日
本
杖
道
大
会

（
10
月
15
日
／
神
奈
川
県
横
浜
市
）

五
段
の
部

河
原
里
香
子

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
Ｕ
16
陸
上
競
技
大
会

（
10
月
20
日
～
22
日
／
愛
媛
県
松
山

市
）

男
子
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー(

個
人)

杠　

航
太
朗
（
比
和
中
３
年
）

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
Ｕ
18
陸
上
競
技
大
会

（
10
月
20
日
～
22
日
／
愛
媛
県
松
山

市
）

Ｕ
18
男
子
ハ
ン
マ
ー
投
（
６
kg
）

藤
谷　

直
斗
（
西
条
農
業
高
２
年
）

２
０
２
３
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
大
会

（
11
月
18
日
～
19
日
／
福
岡
県
北
九

州
市
）

硬
式
野
球

宮
野　

快
生
（
庄
原
中
３
年
）

特
別
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

「
燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
大
会
」

（
10
月
28
日
～
30
日
／
鹿
児
島
県
鹿

児
島
市
）

砲
丸
投
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

山
田　

正
男

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体　

‐
特
別
国
民
体
育
大
会
‐

（
10
月
８
日
～
10
日
／
鹿
児
島
県
薩

摩
川
内
市
）

空
手
道
成
年
男
子
・
組
手
（
個
人
）

新
井　
　

蓮
（
近
大
工
学
部
４
年
）

（
９
月
21
日
～
24
日
／
鹿
児
島
県
日

置
市
）

レ
ス
リ
ン
グ
（
個
人
55
㎏
級
・
グ
レ

コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
）

宮
﨑　

幸
汰
（
三
次
高
２
年
）

（
９
月
20
日
～
22
日
／
鹿
児
島
県
姶

良
市
）

ゴ
ル
フ
（
女
子
個
人
）

山
岡　

瑠
生
（
広
島
国
際
学
院
高
２

年
）

全国での活躍に期待！
全国大会等出場者壮行式（秋季）

生涯
学習課

壮行式の参加者と記念撮影


